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-１- 価格の種類、評価額及び価格時点 

 

＜価格の種類＞ 

正常価格（現在の市況を前提とした場合の市場価格） 

 

＜市場公開期間＞ 

スキー産業全体が深刻な構造不況下にあり、本件においては市場公開期間の如

何による価格の差は生じにくいものと判断した。 

 

＜評価額＞ (現金基準、十万円未満四捨五入) 

 

￥０．－（現市況下では有償譲渡は困難と判定） 
（注‥ 本件評価は収益価格を重視して評価額を求めているため、評価額は不動

産を内包した事業全体の価値を求めたものとなっている。なお、本ケースで

は不動産と不動産以外の価値の分離は困難である。） 

 

＜評価の価格時点＞ 

２００５年 ５月１日 

 

 

-２-  調査分析作業の概要 

 
本件評価は、以下の調査分析作業を基にして行われたものである。 
１．対象スキー場について実地調査を行った。 
２．対象スキー場の経営状態について過去２０年にわたって調査分析を行った。 
３．全国のスキー場の処分事例、経営状態について調査分析を行った。 
４．処分事例となった主要なスキー場について実地調査を行った。 
５．スキー産業を含む余暇関連産業全般の市況について調査分析を行った。 

 
 

-３- 対象不動産の売買履歴 

 
対象不動産は１９７７年にスキー場として開発されて以来、これまで売買の対象

となったことがない。 
 

<2005年現在のサンプルである点にご注意下さい>



SAMPLE

 2

-４- 対象資産の表示 

 

１. 土地の表示 

   所在・地番 地目 地 積 (㎡) 

  （登記面積） 

 2,254.01 

152.23 

325.76 

345.65 

(1) ＸＸ県ＣＤ郡ＡＢ村ＧＨ９７６番 

(2) ＸＸ県ＣＤ郡ＡＢ村ＧＨ９７８番１ 

(3) ＸＸ県ＣＤ郡ＡＢ村ＧＨ９７８番２ 

(4) ＸＸ県ＣＤ郡ＡＢ村ＧＨ９７９番２ 

 

宅地 

宅地 

宅地 

宅地 

計 3,077.65 

上記土地のうち、登記簿上、観光施設財団の目録に組成物件として記載されてい

るものは、(1)(2)(3)である。(4)は登記簿上財団組成物件ではなく、また単独でも

抵当権が設定されていないため、積算価格の試算に当たっては評価対象外とした。

所有者：ＡＢＣスキーリゾート株式会社 

評価の対象となった権利の種類：所有権 

 

２. 建物・構築物等の表示 

 Sheet-1-(2)、Sheet-1-(3) 記載のとおり 

（主な物件のみ評価対象とした） 

観光施設財団目録への記載の有無、単独での抵当権設定の有無についても、別

紙 参照。なお登記簿上抵当権が設定されていない建物は積算価格の試算に当たっ

ては評価対象外とした。 

 所有者：ＡＢＣスキーリゾート株式会社 

 評価の対象となった権利の種類：所有権 
 

３. その他について 

 

スキー場敷地の大半は、国有林野（249,227 ㎡）である。ＡＢＣスキーリゾート

株式会社の自己所有地は駐車場敷地であって、ホテル等建物の敷地ではない。 

国有林野全体が、｢国有林野有償使用契約書」により、行政財産として明示され

て契約が行われている。 

行政財産については、国有財産法第 18 条第 5項により、借地借家法（旧借地

法）は適用されず、法定更新、建物買取請求権、造作買取請求権等は認められな

い。使用許可が取り消された場合は、原状回復義務が生じる。 
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-５- 評価の対象となった権利の種類、登記簿上の権利者 

 

＜評価の対象となった権利の種類＞ 

  土地：所有権（前記-４-記載のとおり）[占有者：所有者] 

  建物・構築物等：所有権 (前記-４-記載のとおり) [占有者：所有者] 

   その他：国有地 ：行政財産の使用許可（前記-４-記載のとおり）[占有者：賃借人] 

 

＜登記簿上の所有者＞ 

  （２００５年 ４月２０日現在） 

駐車場土地、建物 → ＡＢＣスキーリゾート株式会社（前記-４-記載のとおり） 

国有地 → 林野庁（前記-４-記載のとおり） 

 

-６- 実査日及び評価を行なった年月日 

 

  ２００５年 ４月２０日  （実査日） 

  ２００５年 ５月  １日  （行なった日） 

 

 

-７- 評価の条件 

 

１．観光施設財団及び建物等の評価 

現在、わが国のスキー産業界は深刻な不況下にあり、採算の低下したスキー場施

設の売却には困難が伴う。本件評価は今後の事業継続を前提とした資産の価値把

握を行なうものであるが、清算価値も念頭に置きつつ評価を行った。 

２．登記簿上は財団（貴行抵当権設定あり）の組成物件となっていない建物（貴行抵

当権設定あり）が存するが、単独での処分は困難であると思われるため、ここで

は財団の組成物件と同様に考えて評価を行った。 

３．対象不動産には抵当権が設定されているが、本件評価においては、物件売買時に

抵当権抹消を行うことを前提に、所有権を妨げる何らの権利も付着していない状

態を前提として評価を行った。 

４．現時点においては、スキー場の売買市場は極めて深刻な構造不況下にある。本評

価は、あくまでも現時点の市況を前提としたものである。今後、市況が好転した

場合には価値が回復する場合もある点に留意が必要である。 

５．これまでの土地の利用実績から考えて、土壌汚染の可能性は低い。ここでは土壌

汚染はないものとして評価を行う（本件評価書は土壌汚染が発見された場合の責

任は負わないものとする）。 

<2005年現在のサンプルである点にご注意下さい>



SAMPLE

 4

 

 

-８- 評価の目的及び条件と価格の種類との関連 

 

本件評価の依頼目的は担保評価の参考のためで、価格の種類は現市況下で不良債権

の担保不動産を処分することを前提とした場合の市場価格（正常価格）である。 

（注..現市況下ではスキー産業全体が構造不況下にあり、対象不動産について市場公

開期間の如何及び処分方法の如何による価格の差は生じにくいため、価格の種類は

敢えて特定価格としなかった。） 

 

 

-９- 評価書の使用者及び開示範囲 

 

本件評価書は評価依頼者による使用のみを前提としたものである。 

 

 

-１０- 縁故または特別の利害関係の有無 

 
下記の関係において、縁故、資本関係、特別な利害関係は存在しない。 
・評価者及び鑑定業者と、対象資産。 

・評価者及び鑑定業者と、評価依頼者。 

・評価者及び鑑定業者と、評価書の開示・提出先。 

本件評価に伴う報酬は成功報酬ではない。 

本件評価は、独立した立場で客観的に行われたものである。 
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-１１- 評価額決定の理由の要旨 

 

１． 不動産の価格形成に影響を与える一般的要因 

 

＜経済などの要因＞ 

日本経済はバブル崩壊後低迷が続き、これに対して日本銀行は低金利政策を、ま

た政府も公共投資や住宅政策等様々な景気浮揚策を講じてきたが、我が国経済は全

体として、なお厳しい状況にある。 

しかし、株価が底をうったことなど明るさも見えてきており、2005 年 3 月の内閣府

月例経済報告では「企業部門の好調さが持続しており、世界経済の着実な回復に伴

って、景気回復は底堅く推移すると見込まれる」としている。 

 

＜地価動向＞ 

不動産の取引市場においては、1980 年代後半～1991 年前後にかけてのバブル経済

が崩壊した後、低迷する経済情勢により需要は伸び悩み、取引は一部好条件のもの

を除き全般的には低調な状況が継続してきたが、近時ようやく回復傾向が見られる

ようになってきた。 

国土交通省がまとめた 2005 年の地価公示価格（2005 年 1 月 1日現在の価格) によ

り 2004 年 1 月以降一年間の全国の地価状況を概観すると、全国平均で前年比Δ

5.0％の下落で、14 年連続して下落したが、下落幅は縮小している。 

三大都市圏では全用途平均でΔ3.9％の下落となった。下落率は前年より 2.0％縮

小し底入れ感が出てきた。人口流入やｵﾌｨｽ需要の回復、不動産投資の拡大が主因と

見られている。地方圏も 8 年ぶりに下落率が縮小した。 

 

２．対象不動産の位置及び交通機関  

 

最寄り鉄道駅 

  ＪＲ東日本 ＸＸ線  ＡＢ駅 

最寄り鉄道駅からの方位と距離（直線距離） 

 北東方 約１５ｋｍ 

 

最寄りインターチェンジ 

  ＸＸ高速道路  ＡＢインターチェンジ 

最寄りインターチェンジからの方位と距離（直線距離） 

 北東方 約１３ｋｍ 
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３．地域の概況 

 

ＡＢ村は、ＡＢ原、ＣＤ高原、ＥＦ湖、ＧＨ山等の自然景観、ＩＪ等の温泉郷と、

豊富な観光資源に恵まれている。 

ＸＸＸＸ年ＸＸ月ＸＸ日のＸＸ新幹線の開業、及びＹＹＹＹ年秋のＹＹ高速道路全

面開通により、首都圏、主要都市と直結されることになった。 

このような諸情勢を反映して、観光産業中心に第３次産業は発展傾向で推移してき

たが、近年は、不況の長期化・余暇の過ごし方の多様化等の影響を受け、宿泊観光客、

スキー客とも下落傾向が顕著となっている。 

スキー場では、ＡＢＣスキー場、ＥＦＧスキー場、ＨＩＪスキー場、ＫＬＭスキー

場、ＮＯＰスキー場、ＱＲＳスキー場、ＴＵＶスキー場、ＸＹＺスキー場の８つのス

キー場を擁していたが、このうちＱＲＳスキー場は経営上の問題から閉鎖され、ＸＹ

Ｚスキー場は民事再生法適用となっている。ＸＹＺスキー場は、ＡＢ村などが出資す

る第三セクター所有であり、村に深刻な影響を与えている。 

 

４．対象不動産の概況、及び行政上の規制等 

 

スキー場の概況は次のとおりである。 

(1) 交通アクセス 

＜車利用の場合＞   東京から約３～４時間 

○○インターチェンジ（○○高速道路）-- ××インターチェンジ --（国道○○号

線）13Km -- ○○交差点（国道××号線）6Km -- ABC スキー場 

＜列車利用の場合＞ 東京から約３時間（乗継時間含む） 

東京駅（○○新幹線）-- ××駅 -- バス 60 分 -- ABC スキー場 

(2) 接面街路概況 

＜区分＞ 

中間画地 

＜状況＞ 

方位       幅員      舗装     種別  道路からの高低差 

西側       約８ｍ      有   村道        ほぼ等高 

(3) コースの概要 

＜地勢＞           東側にある山から西側にある平坦地へ向かって下り傾斜。 

標高差 520ｍ 

ホテル等の設備は西側の平坦地にある。 

＜コース数＞     大中小 9コース 

＜代表的なコース＞ ○○コース 1200ｍ、最大斜度 25 度、平均斜度 19 度 
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××コース 760ｍ、最大斜度 22 度、平均斜度 16 度 

モーグルコース   720ｍ、最大斜度 27 度、平均斜度 20 度 

スノーボード     ハーフパイプ ３ 

＜リフト数＞      全７基 

＜平均積雪量＞     12 月 70cm、1 月 200cm、2 月 250cm、3 月 200cm、4 月 140cm 

 

(4) 供給処理施設の整備状況 

＜電  気＞  東京電力 引込済 

＜上水道＞  自家用水道 （村営簡易水道引込みなし） 

＜下水道＞ 自家用浄化槽 （公共下水道引込みなし） 

＜都市ガス＞自家用給油設備（都市ガス引込みなし） 

(5) 現在の利用状況 

スキー場、ホテル等の敷地 

 

対象建物の概況は Sheet-1-(2)(3)記載のとおりであるが、そのうちホテルの概況は

次のとおりである。 

＜建築時期＞ 

１９８８年１２月頃新築 

＜使用資材・施工の程度＞ 

リゾートホテルとして中品等 

＜現在の利用状況＞ 

ホテル、スキー場事務所として利用 

＜維持管理状況＞ 

修繕工事にやや遅れが見られる 
＜減価の程度＞ 

経過年数に比してやや減価大。今後大規模修繕が必要と思われる。 

＜施設/設備＞ 

客室：       70 室 
飲食：       レストラン 1 
会議室：     大宴会場 1、中会議室 1 
駐車場：     300 台 
エレベータ： 1 基 
その他：     売店 1、大浴場 2、乾燥室 1 
 

対象不動産に係る行政上の規制は次のとおりである。 

(1) 都市計画区域外、用途指定なし。 
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(2) 大規模開発の場合は「ＡＢ村景観条例」がかかる。 

(3) ＱＲ国立公園の地域内には入っていないため、自然公園法の規制は受けない。 

 

５．最有効使用の判定 

 

＜更地としての最有効使用＞ 

現在のスキー産業の深刻な不況を考慮に入れた場合、対象地の更地としての最有

効使用は現状の使用とは異なり林地としての使用であると判定した。 

＜複合資産としての最有効使用＞ 

スキー場施設が整っている現状及びその取壊しに必要なコストを考慮に入れた場

合、複合資産としての最有効使用は、より経営力のある主体の運営によるスキー場

としての使用であると判定した。 

 

６．スキー場（観光施設財団）の売買市場について 

 

（１）余暇関連サービス業の経営動向 

 

自由時間デザイン協会が発表した「レジャー白書」では、余暇関連サービス業の経

営動向の厳しい実態が浮き彫りとなった。大半の業種が、客数の減少、テコ入れのた

めの価格の引き下げ、売り上げの減少、採算の悪化といったデフレスパイラルから抜

け出せずにいる。 

 余暇関連産業１７業種を対象に、利用客数、売上げ、収支バランス、客単価などの

動向を調査した結果、利用客数は、フィットネスクラブ、旅行業の２業種で増加した

が、それ以外では減少傾向が続いた。売り上げは全業種で減少。スキー場、ペンショ

ン、遊園地、劇場・ホールで赤字事業所の多さが目立った。 
 客単価の減少傾向も続いている。スキー場の場合、来場者数の減少に伴う顧客獲得

競争が激しくなっており、リフト券や食事などがパック商品として低価格で販売され

る傾向が強まったことがこの傾向に拍車をかけている。 
 

 （２）スキー客の入込客数の推移 

 

スキー場経営は、バブル崩壊後数年で急激に市況が悪化しはじめた。バブル期に

スキー場の新規参入が相次いだが、その供給を支えていたスキーブームが終焉。そ

の後の長期不況により入場者数が激減し並行して客単価も落込んだ影響が大きい。 

ＡＢ県のスキー場来場者数は、この６年間で 45.4％減少した。このうちＡＢ村の

スキー場は 49.9％の減少、ＡＢＣスキー場は 55.5％の減少であった。 
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（ＡＢ県のスキー場来場客数の推移） 

スキー場 ～2002/5/6 ～2003/5/6 対 比 ～2004/5/6 対 比 
ＡＢＣスキー場 113,062 106,754 94.40% 95,558 89.50%

ＨＩＪスキー場 148,780 131,969 88.70% 137,184 104.00%

ＮＯＰスキー場 88,828 96,607 108.80% 104,251 107.90%

ＥＦＧスキー場 346,676 310,317 89.50% 285,361 92.00%

ＱＲＳスキー場（閉鎖） 18,972 17,056 89.90% 0 0%

ＴＵＶスキー場 83,858 82,262 98.10% 72,872 88.60%

ＫＬＭスキー場 222,202 214,417 96.50% 217,137 101.30%

ＸＹＺスキー場（民事再生） 121,106 86,951 71.80% 82,228 94.60%

ＡＢ県ＡＢ地区小計 1,143,483 1,046,334 91.5 ％ 994,592 95.1 ％

ＡＢ県ＣＤ地区小計 674,348 634,579 94.1 ％ 599,666 94.5 ％

ＡＢ県ＥＦ地区小計 722,058 668,830 92.6 ％ 642,521 96.1 ％

ＡＢ県ＧＨ地区小計 317,518 262,876 82.8 ％ 292,880 111.4 ％

ＡＢ県ＩＪ地区小計 494,645 432,853 87.5 ％ 412,926 95.4 ％

ＡＢ県 KL 地区小計 417,518 362,876 86.9 ％ 392,880 108.3 ％

ＡＢ県 MN 地区小計 594,645 532,853 89.6 ％ 512,926 96.3 ％

ＡＢ県合計 5,507,700 4,987,533 90.6 ％ 4,842,982 97.1 ％

(ＱＲＳスキー場及びＡＫＬスキー場 は閉鎖された。ＸＹＺスキー場は民事再生となった。) 

 

（３）ＡＢＣスキー場の経営状態の推移 

 

こうした中、ＡＢＣスキー場の経営状態は下図の推移を示している。 

                                                       （単位： 円・人） 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

（４）スキー場売却の可能性について 

 

ここ数年来のスキー場不況の中で、経営悪化→経営撤退を検討→譲渡先模索中、

となっているスキー場はかなりの数にのぼる。しかし、経営を続けるほど累積赤字

が膨らむ構造では、無償でも引受け手が見つからず、閉鎖となる事例も見受けられ

る。 

 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

900,000

1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004

1.SKI  SALE 2.HOTEL SALE 3.SKIING VISITOR

<2005年現在のサンプルである点にご注意下さい>



SAMPLE

 10

収益還元法の考え方に基づくならば、収益を生まないスキー場の価値はゼロであ

る。立地条件が特殊であり、構造転換して他の収益性のある用途への転換も困難な

ケースが多いであろう。 

たとえ資産が低額で譲渡され、減価償却費・繰延資産償却費・借入元利返済金等

の負担が減少したとしても、譲受後に、通常の経費・資本的支出等負担後のキャッ

シュフローが将来継続的にマイナスの見込みであるならば、買い手が現われること

を期待するのは困難である。最悪の場合、市場価値はゼロと判断せざるを得ないケ

ースも生じうる。 

 

 

７．評価方式の適用及び評価額の決定 

 

事業譲渡を前提とした資産の価値は、譲受人不在の場合の事業清算を前提とした資

産の価値とは乖離する。 

対象資産の場合、事業譲渡を前提とするならば、資産譲渡後に譲受人が得られるだ

ろうキャッシュフローを前提とした価値の把握が中心となる。 

また、事業清算を前提とした場合は、土地及び中古で売却可能な資産の価格、及び、

売却見込みのない資産の取壊費用等の把握が中心となる。 

本件評価においては、前記５記載内容を踏まえ、担保評価の安全性の観点から、事

業清算（譲受人不在）の場合の価値をも考慮しつつ、原価法、取引事例比較法及び収

益還元法を適用して、事業譲渡を前提とした評価を行なうこととした。 

 

 

７-１. 原価法の適用 

 

(1) 土地価格（造成費含む） 

対象地の所在する近隣地域または同一需給圏内の類似地域における対象地と類

似の土地に係る多数の取引事例を収集し、そのうちから適切な事例を選択してこれ

らに係る取引価格に必要に応じて事情補正及び時点修正を施して規範性あるものと

した後、対象地との間において、地域要因及び個別的要因を比較検討して求めた諸

価格を比較考量し、比準価格を＠９，２００円／㎡と求めた（Sheet-1-(1)参照）。 

９７９番２の土地は登記簿上財団組成物件ではなく、また単独でも抵当権が設

定されていないため、積算価格の試算に当たっては評価対象外とした。 

また、行政財産である国有地、及び建物の敷地として利用されていない民有借

地については、次の理由により無評価とした。 

* 借地借家法（旧借地法）の保護が及ばないこと。 
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* 本件においては後記収益還元法で見るようにスキー場全体としてみた純収益は

ゼロに近く、これらの土地も純収益に貢献していないものと判断されること。 

* 造成費等は減価償却期間超過済みであること。 

* 今後の処分に伴い無価値化する可能性が高いこと。 

従って、土地全体の価格を次のとおり、￥２８，３００，０００．－と査定した。 

 9,200 円/㎡ × 3,077.65 ㎡ ≒ \28,300,000.- 

 

(2) 建物の価格 

対象建物の使用資材、施工の程度等について分析検討し、更には近時における

建築費の動向をも併せて考慮、Sheet-1-(2)記載のとおり、‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

￥４１８，４００，０００．－と査定した。 

 

(3) 構築物等の価格 

設備の良否、能力、形式等を検討して価格時点における再調達原価を求め、維

持補修の程度、配置、稼働状況等を検討して耐用年数による方法と観察減価法とを

併用して減価修正を行ない、構築物の価格を、Sheet-1-(3)記載のとおり‥‥‥‥

￥３６９，０００，０００．－と査定した。 

 

(4) 合計の積算価格 

上記(1)(2)(3)により土地、建物、及び構築物等別に価格を求めたが、これにス

キー場として一体的観察を加え、操業中の現況における積算価格を‥‥‥‥‥‥

￥８１５，７００，０００．－と試算した。 

 

 

７-２. 取引事例比較法の適用 

 

全国のスキー場の売買事例を収集し、対象不動産の市場性について検討した。しか

し、対象不動産と類似した中規模のスキー場の処分では地方自治体への無償譲渡の事

例が大半を占めている（Sheet-5-(1)(2)参照）。これは、将来のキャッシュフローが

見込めない案件が多く、投資案件として極めてリスクが高いため、民間事業者への売

却が進まないためであると考えられる。 

対象不動産が所在するＡＢ村は、人口 8,500 人の小さな村であるが、現在、７つの

スキー場をかかえている。また、これらのうちＡＢ村が参加する第３セクターのＸＹ

Ｚスキー場は民事再生法による再建途上で、ＡＢ村の財政に大きな影響を与えている。

従って、ＡＢ村による引き取りは無償でも困難であると思料される。 

一方、全国のスキー場の処分事例では、県が無償譲受したものも存在する。しかし、
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スキー産業全体の経営環境が急激に悪化している中で、財政難の地方自治体には引き

取りを拒むケースも出ている。経営状態の悪化したスキー場を多数かかえるＸＸ県に

よる無償の引き取りも困難であると思料される。 

経営の悪化した中規模のスキー場の有償譲渡は、現下の市況では極めて困難である。

従って、比準価格については￥０．－と試算した。 

 

 

７-３. 収益還元法の適用 

 

対象不動産に係る収入、支出、資本的支出等を分析し、対象不動産が生み出すであ

ろうキャッシュフローを予測し、これを適切な利回りで現在価値に割り戻し、対象不

動産の収益価格（ＤＣＦ法）を査定した。 

なお、収益価格は将来のキャッシュフローを予測し、その現在価値を把握すること

により求められる。将来時点のキャッシュフローの見込みは、今後の経済情勢の推移、

他のスキー場の経営動向（閉鎖等に伴う需給バランスの変化等）により大きく影響を

受ける。従って、ここでは、将来予測に当たって、次の２通りのシナリオを採用する

こととした。 

 

(ａ) 不況の長期化に伴い、経営数値が２００４年度なみの低水準で、今後１０年間推

移することを想定した場合。 

(ｂ) ２年目から経営が好転し、５年後には１９９９年度なみの水準に回復することを

想定した場合。 

 

それぞれのシナリオのキャッシュフローに基づく収益価格（ＤＣＦ法）を次のとお

り試算した。 

 

(ａ) による場合の収益価格 

￥０．－ 有償譲渡は困難と判定  （Sheet-2 参照） 

(ｂ) による場合の収益価格 

￥２２，５００，０００．－      （Sheet-3 参照） 

 

 

７-４. 事業清算（引継先がない）の場合 

 

なお、引継先を得られないまま事業を清算する場合についても検討を行った。しか

し、土地以外の有形固定資産（Sheet-4 参照）については、スキー場全体を構成する

<2005年現在のサンプルである点にご注意下さい>



SAMPLE

 13

組成物件としてのみ交換価値を有するものが大半である。また、スキー業界全体が不

況の中で中古品として独立して売却可能な土地以外の資産は、車両関係、一部の機械

装置、その他少額な資産に限られている。 

一方において、事業清算を前提とした場合、国有地（行政財産）を原状に復して返

還する必要が生じ、建物・構築物等の取壊し費用等が発生する。 

国有地を原状に復するために必要な費用は、独立して換金可能な資産の価格を２億

円程度上回るものと試算した。 

 

 

７-５. 試算価格の調整及び評価額の決定 

 

以上により、 

積算価格     --- ￥８１５，７００，０００．－ 

比準価格     --- ￥０．－（有償譲渡は困難） 

収益価格(ａ) ---  ￥０．－（有償譲渡は困難） 

収益価格(ｂ) ---  ￥２２，５００，０００．－ 

の試算価格を求めたが、各試算価格には乖離が生じた。 

 

ここで求めた積算価格は、費用性に着目して査定したもので、対象不動産を新規に

調達することを想定してその原価を査定し、ここから物理的、機能的、経済的要因等

にもとづく減価額を控除して査定した市場性減価修正前の試算価格である。 

市況の悪化に伴い経営状態の悪化した汎用性の乏しい特殊事業用資産は、コストに

見合う価格で売却できない場合が多い。このため、処分価格の実態と大きく乖離した

ものと考えられる。スキー業界全体の不況状態を勘案した場合、市場性減価を勘案し

ていない上記積算価格は売希望価格としての意味しか持たないものと考える。 

 
一方で、収益価格を求めるに際しては、その前提となる将来時点のキャッシュフロ

ーの把握に当たって、経済推移の不確実性と確率の問題が不可避的に随伴する。 
しかし、現在の不況下では、たとえ対象資産を低額で譲渡したとしても、譲受人サ

イドの経営は楽観できないことが複数の試算結果から明らかである。 
今後、現在と同レベルの売上高が継続する場合は、無理のない経費・資本的支出を

前提とするならば、譲受人の経営も極めて厳しいものとなる。また、今後、現在より

さらに経営環境が悪化する可能性も存在する。 
将来的に経営環境が好転しない場合は、譲受人サイドで事業清算・国有地（行政財

産）の原状回復・返還等のリスクを負担する事態も生じうる。 

このような状況下では、対象資産の購入者を民間投資家に求めることは至難である。
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なお、民間を前提としない場合は、経営悪化したスキー場を地方自治体が無償で譲り

受けた事例はあるが、既述のとおり、対象不動産の場合は地方自治体への無償譲渡も

困難が予想される。 
 
従って本件評価においては、担保評価の安全性を十分に勘案したうえで、比準価格

及び収益価格(ａ)を重視することとし、現下の不況下においては、対象資産の有償譲

渡は困難であると判定し、評価額を ￥０．－ と査定した。 

 

なお、上記評価額はあくまでも価格時点におけるものである。今後、市況が好転し

た場合には価値が回復することもありえるため留意を要する。 

 

                                 以  上 
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比準価格の試算・公示価格等からの検討

種 別 100 99 100 100
地   積 100 100 80 96
取引日 ① ②
種 別 100 99 100 100
地   積 60 100 100 156
時   点 ⑨ ⑩ 100
種 別 100 96 100 100 100
地   積 130 100 98 140 ⑪
取引日 ③ ④
種 別 100 94 100 100
地   積 100 100 100 164
取引日 ⑤ ⑥
種 別 98 100 100 100
地   積 － 100 100 139 100
時   点 ⑦ ⑧ ⑪

100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 *1

100 100 100 100 80 100 80 98 103 95 100 100 96 *2

① ② *3

100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 *1

100 100 100 100 100 100 100 110 105 135 100 100 156 *2

⑨ ⑩ *3

100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 *1

100 100 100 100 98 100 98 97 103 140 100 100 140 *2

③ ④ *3

100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 *1

100 100 100 100 100 100 100 110 103 145 100 100 164 *2

⑤ ⑥ *3

100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 *1

100 100 100 100 100 100 100 104 103 130 100 100 139 *2

⑦ ⑧ *3

100 100 100 100 100 100 100
100 100 100 100 100 100 100

⑪

時点修正率

S
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e
e
t-

1
-
(1

)

8,982 

12,700 

*5

*2 *3 *5

238.00㎡
2004/09/17

*4

15,671 142.94㎡
2002/12/15

環境条件

円/㎡ 

円/㎡ 
ABC村大字蒲田

ABC村大字蒲田
宅地

2003/08/26
9,033 

宅地
483.58㎡

－ －

計その他
地  域  要  因  の  内  訳

570㎡

計 街路条件 接近条件その他

*1

画地条件

*5

行政的条件

*3

～

2003年06月30日
2004年06月30日
2005年05月01日

～
～

9,036 
円/㎡ 

円/㎡ 

2004年07月01日

2002年07月01日
2003年07月01日

ABC村大字花咲

地域要因
の比較(E)

所在地 種別･地積･取引日
(B)

取引価格
(A)

事情補正

C

宅地

16,783 

2004/07/01

宅地

円/㎡ 

α

α

A

基準地 －1

*4

符
号

A

C

Ｄ

補
正
率
・
格
差
率
等
の
補
足
説
明

接近条件 環境条件 行政的条件

対
象
地

符
号 街路条件

個別的要因の内訳およびその標準化補正

不整形Δ20

利用状況+30

利用状況+35

*4

交通+3

利用状況+45

利用状況+40

7,010 
宅地
713.50㎡

円/㎡ 

2004/12/21
ABC村大字蒲田

時点修正
(C)

標準化補
正    (D)

9,183 
円/㎡ 

円/㎡ 

- 2.5％

摘 要
*1

- 2.0％

*2*1

*2

街路条件Δ3 *4

不整形Δ2 *4

*5

摘    要

利用状況Δ5

円/㎡
9,000

交通+5

*5

*4

*5

*5

交通+3

*4

街路条件Δ2

*5

*4

街路条件+10

街路条件+10

街路条件+4

交通+3

交通+3*4

*3

*1

*4 *5

角地+2

不整形Δ2

*2 *3

*1

*2 *3

- 2.0％

B

B

C

ABC村大字下平

*4 *5*1

個別的要

9,200 9,200

取
引
事
例
比
較
法

規
準

Sheet-1-(1)

円/㎡

円/㎡ 
9,713 

比(規)準価格
因の比較

標準価格A×B×C×D×E

<2005年現在のサンプルである点にご注意下さい>



SAMPLE

2005/05/01
観光施設 抵当権 新築 再調達 築年数 経済的 観察 単価 床面積 積算価格

財団 設定 年月日 原価 耐用年数 減価 円/㎡ ㎡ 円

1 87番 主
鉄筋コンクリート造亜鉛メッ
キ鋼板葺・陸屋根5階建

旅館 設定あり 1988/12/17 212,000 16.00 37.00 50.0% 60,200 5,136.14 309,100,000 ABCﾎﾃﾙ

2 87番 符号1
木造亜鉛メッキ鋼板葺平屋
建

店舗 設定あり 1988/12/17 167,000 16.00 20.00 70.0% 23,400 159.33 3,700,000 ｽｷｰｾﾝﾀｰ

3 87番 符号2
鉄骨造亜鉛メッキ鋼板葺平
屋建

機械室 設定あり 1988/12/17 167,000 16.00 20.00 50.0% 16,700 125.78 2,100,000 機械室

4 102番
鉄筋コンクリートブロック造亜
鉛メッキ鋼板葺平屋建

浴室・ﾎﾞｲ
ﾗｰ室

設定あり 1981/12/09 167,000 23.00 25.00 90.0% 12,000 285.50 3,400,000 大浴場

5 107番
木・鉄骨造亜鉛メッキ鋼板葺
2階建

宿舎・店
舗

設定あり 1984/12/21 167,000 20.00 25.00 90.0% 30,100 447.80 13,400,000
木造従業員宿
舎・ﾚﾝﾀﾙﾊｳｽ

6 90番 主
鉄筋コンクリート造亜鉛メッ
キ鋼板葺2階建

旅館 設定あり 1965/12/23 182,000 39.00 50.00 90.0% 36,000 708.20 25,400,000 第1別館

7 90番 符号1
木造亜鉛メッキ鋼板葺平屋
建

渡廊下 設定あり 1965/12/23 167,000 39.00 25.00 100.0% 0 144.87 0 渡廊下

8 95番
木造一部鉄筋コンクリート造
亜鉛メッキ鋼板葺2階建

倉庫兼乗務
員休憩室 設定あり 1970/12/06 167,000 34.00 25.00 100.0% 0 59.67 0 駐車場管理室

9 101番
鉄骨造亜鉛メッキ鋼板葺2階
建

旅館 設定あり 1980/11/30 167,000 24.00 25.00 90.0% 6,000 913.98 5,400,000 第2別館

10 976番
木造セメント瓦亜鉛メッキ鋼
板葺2階建

居宅
目録に記
載あり

1976/11/20 167,000 28.00 25.00 100.0% 0 197.27 0 職員用住宅

11 976番の2
木造亜鉛メッキ鋼板葺平屋
建

倉庫 設定あり 1979/12/02 120,000 25.00 20.00 100.0% 0 179.49 0 木造第2倉庫

12 101番の3
鉄骨造亜鉛メッキ鋼板葺平
屋建

倉庫 設定あり 1988/12/01 120,000 16.00 20.00 50.0% 12,000 203.32 2,400,000 倉庫

13 97番
木造亜鉛メッキ鋼板葺平屋
建

更衣室・
便所

設定あり 1989/12/01 150,000 15.00 20.00 80.0% 30,000 157.96 4,700,000 更衣室

14 101番の2
木造亜鉛メッキ鋼板葺2階建

事務所・
倉庫

設定あり 1991/12/28 150,000 13.00 20.00 50.0% 26,300 199.36 5,200,000 索道詰所

15 96番の3
鉄筋コンクリート、木造、アル
ミニューム板葺2階建

店舗
目録に記
載あり

1994/02/01 180,000 11.00 30.00 80.0% 91,200 460.10 41,900,000 ﾛｯｼﾞ ﾚｽﾄﾗﾝ

16 104番
木造亜鉛メッキ鋼板葺2階建 店舗 設定あり 1984/12/15 150,000 20.00 20.00 70.0% 0 229.07 0 ｸﾞﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽ

17
木造亜鉛メッキ鋼板葺2階建 事務所

保存登記
なし

169.30 0 ｺﾞｰﾙﾊｳｽ

18
木造亜鉛メッキ鋼板葺平屋
建

事務所
保存登記
なし

212.61 0 案内ｾﾝﾀｰ

建物 積算価格の内訳
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符号 家屋番号 構造 種類 備考

<2005年現在のサンプルである点にご注意下さい>



SAMPLE

観光施設 抵当権 新築 再調達 築年数 経済的 観察 単価 床面積 積算価格
財団 設定 年月日 原価 耐用年数 減価 円/㎡ ㎡ 円

符号 家屋番号 構造 種類 備考

19
鉄骨造亜鉛メッキ鋼板葺平
屋建

倉庫
保存登記
なし

469.22 0 重機格納庫

20 89番
木造亜鉛メッキ鋼板葺平屋
建

運転室 設定あり 1988/12/08 100,000 16.00 20.00 70.0% 14,000 16.62 200,000 第1ﾍﾟｱﾘﾌﾄ

21 88番
木造亜鉛メッキ鋼板葺平屋
建

運転室 設定あり 1988/12/08 100,000 16.00 20.00 70.0% 14,000 16.62 200,000 第2Ａﾍﾟｱﾘﾌﾄ

22 90番7
鉄骨造鉄板葺平屋建て 機械室 設定あり 1978/12/11 100,000 26.00 20.00 100.0% 0 18.46 0 第2Ｂﾍﾟｱﾘﾌﾄ

23 96番
木造亜鉛メッキ鋼板葺地下1
階付平屋建

運転室・
変電所

設定あり 1991/12/05 100,000 13.00 20.00 50.0% 17,500 57.11 900,000 第3高速ﾍﾟｱﾘﾌﾄ

24 96番の2
木造亜鉛メッキ鋼板葺平屋
建

運転室 設定あり 1991/12/05 100,000 13.00 20.00 50.0% 17,500 14.96 200,000 第3高速ﾍﾟｱﾘﾌﾄ

25 108番 主
木造亜鉛メッキ鋼板葺平屋
建

運転室 設定あり 1984/12/22 100,000 20.00 20.00 100.0% 0 17.45 0 第6ﾍﾟｱﾘﾌﾄ

26 108番 符号1
鉄骨造鉄板葺平屋建 重錘室 設定あり 1985/09/06 100,000 20.00 20.00 100.0% 0 13.49 0 第6ﾍﾟｱﾘﾌﾄ

27 108番 符号2
木造亜鉛メッキ鋼板葺平屋
建

運転室 設定あり 1985/09/06 100,000 20.00 20.00 100.0% 0 13.31 0 第6ﾍﾟｱﾘﾌﾄ

28 98番2
木造亜鉛メッキ鋼板葺平屋
建

運転室
目録に記
載あり

1988/12/08 100,000 16.00 20.00 80.0% 16,000 16.62 200,000 第4ﾍﾟｱﾘﾌﾄ

合計 10,643.61 418,400,000
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SAMPLE

Sheet-1-(3)

構築物
積算価格

円

1 降雪機  配管設備、燃料タンク、ポンプ貯水槽、その他 一式 66,500,000

2 貯水池 一式 7,600,000

3 第１ペアリフト支柱 一式 3,800,000

4 第２ＡＢペアリフト支柱 一式 9,500,000

5 第３高速ペアリフト支柱 一式 10,500,000

6 第４ペアリフト支柱 一式 2,900,000

7 第５高速ペアリフト支柱 一式 28,500,000

8 第６ペアリフト支柱 一式 11,400,000

9 第５高速ペアリフト停留場 一式 23,800,000

10 照明器具 一式 6,700,000

11 ハーフパイプ 一式 3,800,000

12 自家用給油施設  擁壁、排水、地下槽、電気設備 一式 2,900,000

13 案内看板 一式 1,900,000

14 固ガン用ポール、手動ハイドランド、Ｕ字溝、通信設備、その他一式 9,500,000

合計 189,300,000

機械装置

積算価格
円

1 第１ペアリフト設備 一式 4,800,000

2 第２ＡＢペアリフト設備 一式 9,500,000

3 第３高速ペアリフト設備 一式 57,000,000

4 第４ペアリフト設備 一式 4,800,000

5 第５高速ペアリフト設備 一式 33,300,000

6 第６ペアリフト設備 一式 2,900,000

7 降雪機用コンプレッサー 一式 14,300,000

8 降雪機用  送水ポンプ 一式 4,800,000

9 降雪機用  燃料ポンプ 一式 1,900,000

10 降雪機用  加圧給水ポンプ 一式 1,900,000

11 降雪機用  多段タービンブースターポンプ 一式 2,900,000

12 スノーガン、固定式ガン、自走式スノーマシン、その他 一式 14,300,000

合計 152,400,000

車両運搬具

積算価格
円

1 第１ペアリフト搬器 一式

2 第２ＡＢペアリフト搬器 一式

3 第３高速ペアリフト搬器 一式

4 第５高速ペアリフト搬器 一式

5 第７ペアリフト搬器 一式 9,500,000

6 スノーモービル 一式

7 ロータリー除雪車 一式

8 三菱ふそう小型バス 一式
9 スバルインプレッサワゴン、トヨタカリブ、日産ローレル その他 一式

合計 9,500,000

構築物・機械装置・車両運搬具 積算価格の合計 \369,000,000

符号 分類 数量 備考

符号 分類 数量 備考

符号 備考数量

構築物・機械装置・車両運搬具 積算価格の内訳

分類

<2005年現在のサンプルである点にご注意下さい>



SAMPLE

■収益価格試算表（2004年度と同程度の売上高が継続する場合） Sheet-2
単位（円）

項   目 価格時点 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目 10年後売却時

収入

事業売上高 517,098,653 517,098,653 517,098,653 517,098,653 517,098,653 517,098,653 517,098,653 517,098,653 517,098,653 517,098,653

その他収入 10,604,073 10,604,073 10,604,073 10,604,073 10,604,073 10,604,073 10,604,073 10,604,073 10,604,073 10,604,073

小計 527,702,726 527,702,726 527,702,726 527,702,726 527,702,726 527,702,726 527,702,726 527,702,726 527,702,726 527,702,726

支出

事業原価 100,697,217 100,697,217 100,697,217 100,697,217 100,697,217 100,697,217 100,697,217 100,697,217 100,697,217 100,697,217

販売費 21,474,531 21,474,531 21,474,531 21,474,531 21,474,531 21,474,531 21,474,531 21,474,531 21,474,531 21,474,531

人件費 172,185,748 172,185,748 172,185,748 172,185,748 172,185,748 172,185,748 172,185,748 172,185,748 172,185,748 172,185,748

管理費

（減価償却費除く）

資本的支出 216,500,000 116,500,000 116,500,000 116,500,000 116,500,000 116,500,000 116,500,000 116,500,000 116,500,000 116,500,000

小計 657,682,441 557,682,441 557,682,441 557,682,441 557,682,441 557,682,441 557,682,441 557,682,441 557,682,441 557,682,441

CF 0 -129,979,715 -29,979,715 -29,979,715 -29,979,715 -29,979,715 -29,979,715 -29,979,715 -29,979,715 -29,979,715 -29,979,715 -39,979,715

CFの現価 0 -113,025,839 -22,668,972 -19,712,149 -17,140,999 -14,905,217 -12,961,058 -11,270,485 -9,800,422 -8,522,106 -7,410,527

CFの現価の総和 -237,417,775 転売価格 -242,823,742

収益価格 \-297,400,000 （CFの現価の総和＋転売価格の現価） 四捨五入 →　　0 円と査定 転売価格の現価 -60,022,315

基本利率 15.0% （査定理由） 本物件では貸付リスクが大きいため、借入金割合を 30％、自己資金割合を70％とした。

変動率 0.0% 営業改善により譲渡後に経営黒字が期待できる場合の投資家の自己資金期待利回りを20％とした。

転売時危険率 2.0% 累積赤字が大きいため税引き前キャッシュフローを税引き前利回りで還元することとし、基本利率を4％×0.3＋20％×0.7≒15％と査定。

2004年度予算 資産計上投資額

（経営状態が大きく悪化する前の資本的支出の平均値） 第3ﾘﾌﾄ減速・ｷﾞﾔﾎﾞｯｸｽOH 14,500,000

固定資産取得価格の推移  ‥ Ａ 繰延資産取得価格の推移  ‥ Ｂ 高速ﾘﾌﾄ圧搾機OH用工具 7,300,000

Ａ + Ｂ 高速ﾘﾌﾄ圧搾機OH用ｸﾚｰﾝ 1,850,000

圧雪車OH3台 4,550,000

1988年度 887,438 1988年度 191,162,214 0 0 192,049,652 その他 0

1989年度 381,042,215 1989年度 38,057,762 0 0 419,099,977 合  計 28,200,000 　←　最大限切り詰めた内容

1990年度 121,107,897 1990年度 17,597,930 0 0 138,705,827

1991年度 225,507,476 1991年度 21,478,773 1,850,000 0 248,836,249 1988年度 第3ﾘﾌﾄ新設関連（繰延資産）で 179,462,214 円 支出

1992年度 439,449,452 1992年度 217,897,955 0 0 657,347,407 1989年度 第3ﾘﾌﾄ新設関連（固定資産）で 375,633,787 円 支出

1993年度 122,877,225 1993年度 11,782,524 770,000 0 135,429,749 1991年度 ﾚｽﾄﾗﾝ新設関連（固定資産）で 172,465,693 円 支出

1994年度 220,539,783 1994年度 7,521,938 233,000 0 228,294,721 1992年度 ﾀﾞｲﾅﾐｯｸｺｰｽ整備（繰延資産）で 171,800,638 円 支出

1995年度 225,196,874 1995年度 3,951,000 0 0 229,147,874 1992年度 第5ﾘﾌﾄ更新関連（固定資産）で 303,477,715 円 支出

1996年度 56,082,648 1996年度 13,199,550 0 0 69,282,198 今後、設備現状維持とした場合の参考値 116,493,830 円

1997年度 47,920,721 1997年度 1,261,575 402,400 0 49,584,696 以上を参考に、購入先の資本的支出としては、無理のない数値として

10年間平均 184,061,173 10年間平均 52,391,122 325,540 0 236,777,835 毎年 116,500,000 円を計上した

但し、初年度はﾘﾆｭｰｱﾙ資金として 100,000,000円をﾌﾟﾗｽした。

S
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うち滑降場造
成整備費

うち開発研究
費

うち改修負担
金

146,824,945 146,824,945 146,824,945 146,824,945 146,824,945 146,824,945146,824,945 146,824,945 146,824,945 146,824,945
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SAMPLE

■収益価格試算表（２年目から市況が多少好転する場合） Sheet-3
単位（円）

項   目 価格時点 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目 10年後売却時

収入

事業売上高 517,098,653 584,054,532 666,413,096 673,461,991 832,610,914 832,610,914 832,610,914 832,610,914 832,610,914 832,610,914

その他収入 10,604,073 5,893,311 6,000,000 6,000,000 6,000,000 6,000,000 6,000,000 6,000,000 6,000,000 6,000,000

小計 527,702,726 589,947,843 672,413,096 679,461,991 838,610,914 838,610,914 838,610,914 838,610,914 838,610,914 838,610,914

支出

事業原価 100,697,217 106,216,850 108,002,152 120,176,280 124,995,416 124,995,416 124,995,416 124,995,416 124,995,416 124,995,416

販売費 21,474,531 15,262,593 18,236,936 19,089,593 27,187,963 27,187,963 27,187,963 27,187,963 27,187,963 27,187,963

人件費 172,185,748 168,473,913 188,499,064 228,821,465 262,835,792 262,835,792 262,835,792 262,835,792 262,835,792 262,835,792

管理費

（減価償却費除く）

資本的支出 216,500,000 116,500,000 116,500,000 116,500,000 116,500,000 116,500,000 116,500,000 116,500,000 116,500,000 116,500,000

小計 657,682,441 569,839,557 603,312,481 709,205,632 809,992,602 809,992,602 809,992,602 809,992,602 809,992,602 809,992,602

CF 0 -129,979,715 20,108,286 69,100,615 -29,743,641 28,618,312 28,618,312 28,618,312 28,618,312 28,618,312 28,618,312 18,804,495

CFの現価 0 -113,025,839 15,204,753 45,434,776 -17,006,023 14,228,359 12,372,486 10,758,684 9,355,377 8,135,110 7,074,009

CFの現価の総和 -7,468,308 転売価格 121,350,639

収益価格 \22,500,000 （CFの現価の総和＋転売価格の現価） 転売価格の現価 29,996,022

基本利率 15.0% （査定理由） 本物件では貸付リスクが大きいため、借入金割合を 30％、自己資金割合を70％とした。

変動率 1.0% 営業改善により譲渡後に経営黒字が期待できる場合の投資家の自己資金期待利回りを20％とした。

転売時危険率 2.0% 累積赤字が大きいため税引き前キャッシュフローを税引き前利回りで還元することとし、基本利率を4％×0.3＋20％×0.7≒15％と査定。

2004年度予算 資産計上投資額

（経営状態が大きく悪化する前の資本的支出の平均値） 第3ﾘﾌﾄ減速・ｷﾞﾔﾎﾞｯｸｽOH 14,500,000

固定資産取得価格の推移  ‥ Ａ 繰延資産取得価格の推移  ‥ Ｂ 高速ﾘﾌﾄ圧搾機OH用工具 7,300,000

Ａ + Ｂ 高速ﾘﾌﾄ圧搾機OH用ｸﾚｰﾝ 1,850,000

圧雪車OH3台 4,550,000

1988年度 887,438 1988年度 191,162,214 0 0 192,049,652 その他 0

1989年度 381,042,215 1989年度 38,057,762 0 0 419,099,977 合  計 28,200,000 　←　最大限切り詰めた内容

1990年度 121,107,897 1990年度 17,597,930 0 0 138,705,827

1991年度 225,507,476 1991年度 21,478,773 1,850,000 0 248,836,249 1988年度 第3ﾘﾌﾄ新設関連（繰延資産）で 179,462,214 円 支出

1992年度 439,449,452 1992年度 217,897,955 0 0 657,347,407 1989年度 第3ﾘﾌﾄ新設関連（固定資産）で 375,633,787 円 支出

1993年度 122,877,225 1993年度 11,782,524 770,000 0 135,429,749 1991年度 ﾚｽﾄﾗﾝ新設関連（固定資産）で 172,465,693 円 支出

1994年度 220,539,783 1994年度 7,521,938 233,000 0 228,294,721 1992年度 ﾀﾞｲﾅﾐｯｸｺｰｽ整備（繰延資産）で 171,800,638 円 支出

1995年度 225,196,874 1995年度 3,951,000 0 0 229,147,874 1992年度 第5ﾘﾌﾄ更新関連（固定資産）で 303,477,715 円 支出

1996年度 56,082,648 1996年度 13,199,550 0 0 69,282,198 今後、設備現状維持とした場合の参考値 116,493,830 円

1997年度 47,920,721 1997年度 1,261,575 402,400 0 49,584,696 以上を参考に、購入先の資本的支出としては、無理のない数値として

10年間平均 184,061,173 10年間平均 52,391,122 325,540 0 236,777,835 毎年 116,500,000 円を計上した

但し、初年度はﾘﾆｭｰｱﾙ資金として 100,000,000円をﾌﾟﾗｽした。

146,824,945 163,386,201 172,074,329 224,618,294 278,473,431 278,473,431278,473,431 278,473,431 278,473,431 278,473,431
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（注‥経営悪化のため現在減価償却未計上） （単位..  円）
耐用 経過
年数 年数

機具備品No.1 ﾎﾃﾙ 2～4階ｶｰﾍﾟｯﾄ撤去（修正） 1999/01 3.0 5.0 173,500 8,675

構築物 No.2 200ｔ 貯水槽 導水間 1988/12 10.0 15.0 338,260 18,683

機械装置 200ｔ 貯水槽ﾎﾟﾝﾌﾟ 1988/12 15.0 15.0 1,340,000 199,327

構築物 No.2 50ｔ ﾀﾝｸ 水道工事 1986/12 15.0 17.0 4,800,000 534,927

機械装置 ＡAAｺｰｽ 中間ﾎﾟﾝﾌﾟ交換工事 2000/11 17.0 3.0 1,313,500 772,185

機具備品No.2 CDｶﾗｵｹ 1997/12 5.0 6.0 790,000 39,500

機械装置 ＩＨＩﾐﾆﾊﾞｯｸﾎｰＩＳ35Ｊ 2000/09 5.0 4.0 3,500,000 371,343

付属設備 No.1 MS型多段渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ 1997/04 15.0 7.0 780,000 259,068

機械装置 ＹＯＲＫ ｽﾉｰｶﾞﾝ① 2001/01 10.0 3.0 633,333 268,046

機械装置 ＹＯＲＫ ｽﾉｰｶﾞﾝ② 2001/01 10.0 3.0 633,333 268,046

機械装置 ＹＯＲＫ ｽﾉｰｶﾞﾝ③ 2001/01 10.0 3.0 633,334 268,046

構築物 No.2 ｱｸﾘﾙ案内板 1987/12 20.0 16.0 255,000 54,654

構築物 No.2 ｱｸﾘﾙ電飾看板 1984/11 0.0 19.0 187,500 9,375

機械装置 ｱﾌﾀｰｸｰﾗｰ 1996/01 12.0 8.0 7,719,000 1,745,407

付属設備 No.1 ﾛｯｼﾞﾚｽﾄﾗﾝ ｱﾛﾗｲｻﾞｰ 等取付 1995/12 15.0 8.0 2,100,361 640,668

付属設備 No.1 ﾛｯｼﾞﾚｽﾄﾗﾝ 給排水設備 一式 1996/02 15.0 8.0 35,427,406 10,926,354

機械装置 ﾛｯｼﾞﾚｽﾄﾗﾝ 厨房機器一式 1995/12 9.0 8.0 10,075,889 1,426,251

機具備品No.2 ﾛｯｼﾞﾚｽﾄﾗﾝ 炊飯器 一式 1996/01 6.0 8.0 1,638,200 89,694

付属設備 No.1 ﾛｯｼﾞﾚｽﾄﾗﾝ 暖房設備 一式 1996/02 15.0 8.0 19,343,246 5,965,755

付属設備 No.1 ﾛｯｼﾞﾚｽﾄﾗﾝ 電気設備 一式 1996/02 15.0 8.0 7,187,661 2,216,787

構築物 No.2 ﾛｯｼﾞﾚｽﾄﾗﾝ 電話外線工事 1995/12 13.0 8.0 433,000 109,904

付属設備 No.1 ﾛｯｼﾞﾚｽﾄﾗﾝ 排水設備 一式 1996/02 15.0 8.0 30,582,525 9,432,118

車両運搬機具 いすず ｴｳﾌ ﾀﾞﾝﾌﾟ 1999/07 0.0 5.0 394,117 19,705

車両運搬機具 いすず ﾌｧｰｺﾞ（中古） 2000/11 0.0 3.0 229,107 11,455

機具備品No.2 ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ ｱﾝﾌﾟ 1996/02 0.0 8.0 1,155,000 57,750

付属設備 No.2 ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ 改造工事 1995/02 18.0 9.0 1,902,913 675,024

建物 No.1 ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ上通路防水工事（案） 2002/12 39.0 1.0 303,000 290,253

機具備品No.1 ｴｱｺﾝ 2000/07 6.0 4.0 266,990 52,845

機械装置 ｴﾊﾞﾗ 水中ﾎﾟﾝﾌﾟ（400ｔ） 1994/11 17.0 9.0 1,957,500 641,314

付属設備 No.1 ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ作動油ﾊﾟｯｷﾝ交換 2002/10 17.0 2.0 470,000 358,201

機具備品No.2 ｶﾞｽｵｰﾌﾞﾝ 1988/02 0.0 16.0 662,800 33,140

機具備品No.2 ｶﾞｽﾚﾝｼﾞ 1988/02 0.0 16.0 730,000 36,500

機具備品No.1 ｶｯﾃｨﾝｸﾞﾏｼｰﾝ 1999/05 5.0 5.0 598,000 48,785

構築物 No.1 BBBｺｰｽ ｽﾋﾟｰｶｰｹｰﾌﾞﾙ 2000/12 10.0 3.0 896,980 371,921

建物 No.1 BBBｺｰｽ ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ工事 1999/02 7.0 5.0 436,893 68,757

構築物 No.1 BBBｺｰｽ ｹｰﾌﾞﾙ工事 1999/03 10.0 5.0 1,200,000 333,186

構築物 No.1 BBBｺｰｽ ｽﾋﾟｰｶｰｹｰﾌﾞﾙ 2001/12 10.0 2.0 546,000 285,128

構築物 No.1 ｷｬﾝﾌﾟ場下電源ｹｰﾌﾞﾙ埋設 2000/06 15.0 4.0 1,067,961 551,374

構築物 No.1 ｷｭｰﾋﾟｸﾙ架台 1992/12 36.0 11.0 114,000 64,282

付属設備 No.1 ｸﾞﾘｰｽﾄﾗｯﾌﾟ ｵｰﾊﾞｰﾎｰﾙ 1995/05 15.0 9.0 485,437 142,316

構築物 No.1 ｹﾞﾚﾝﾃﾞｺｰｽ案内板 1999/11 20.0 4.0 828,000 469,705

構築物 No.1 ｹﾞﾚﾝﾃﾞ降雪用配管工事 1994/12 8.0 9.0 2,243,420 204,009

機具備品No.1 ｺｲﾝﾛｯｶｰ 6 1990/12 10.0 13.0 667,200 66,010

建物 No.1 ｺﾞｰﾙﾊｳｽ 1998/01 26.0 6.0 13,440,000 7,384,444

構築物 No.1 ｺﾞｰﾙﾊｳｽ 電源工事 1998/01 15.0 6.0 1,682,620 599,799

機具備品No.2 ｺﾞｰﾙﾊｳｽ 時計・ｽﾋﾟｰｶｰ 1998/01 5.0 6.0 1,543,120 77,156

機具備品No.2 ｺﾞｰﾙ用ﾃﾝﾄ 1998/08 0.0 6.0 280,000 14,000

構築物 No.1 ｹﾞﾚﾝﾃﾞ 配水管 1994/11 8.0 9.0 327,670 29,388

機械装置 ｺﾞﾑｸﾛｰﾙ車（ｷｬﾀﾀﾞﾝ） 1995/06 0.0 9.0 7,450,000 372,500

機具備品No.2 ｺﾝﾃﾅﾗｯｸｶｰﾄ 2 1990/12 10.0 13.0 217,460 21,516

建物 No.1 ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ室 1986/12 22.0 17.0 192,295 9,052

建物 No.1 ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ小屋 1984/10 20.0 20.0 255,610 12,780

機具備品No.1 ｼｽﾃﾑ書庫 1995/09 15.0 9.0 726,300 217,851

機具備品No.1 ｼﾞｭｰﾀﾝ洗浄機 1999/11 6.0 4.0 570,000 86,746

機具備品No.1 ｼｭﾚｯﾀﾞｰ 1997/12 5.0 6.0 333,800 16,690

固定資産償却明細台帳

ｾｸｼｮﾝ 品物 取得日 取得価格 帳簿価格
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建物 No.2 ｽｷｰｾﾝﾀｰ 1990/12 24.0 13.0 6,860,000 2,733,386

機具備品No.2 ｽｷｰﾚﾝﾀﾙ更衣室看板 1990/12 10.0 13.0 163,518 17,934

構築物 No.2 ｽｷｰ場看板立替 2001/10 20.0 3.0 428,572 303,151

構築物 No.1 ｽｷｰ場内排水工事 2000/01 15.0 4.0 1,611,924 780,530

機具備品No.2 ｽﾀｰﾄ用ﾃﾝﾄ 1998/01 0.0 6.0 400,000 20,000

機械装置 ｽﾉｰｶﾞﾝ 1995/12 10.0 8.0 1,250,000 185,274

機械装置 ｽﾉｰｶﾞﾝ 1996/11 12.0 7.0 950,000 230,197

機械装置 ｽﾉｰｶﾞﾝ 1998/12 10.0 5.0 1,500,000 392,103

機械装置 ｽﾉｰｶﾞﾝ 1998/12 10.0 5.0 1,500,000 392,103

機械装置 ｽﾉｰｼﾞｪｯﾄﾉｽﾞﾙ 1996/11 12.0 7.0 801,000 194,093

車両運搬機具 ｽﾉｰﾓｰﾋﾞﾙ 1999/02 4.0 5.0 890,940 44,547

車両運搬機具 ｽﾉｰﾓｰﾋﾞﾙ ＦＴ410ＰＴ 2000/12 4.0 3.0 798,000 89,948

車両運搬機具 ｽﾉｰﾓｰﾋﾞﾙ ＰＺ480 ＳＰ 2000/01 4.0 4.0 639,000 42,806

車両運搬機具 ｽﾉｰﾓｰﾋﾞﾙ ＶＸ600ＬＴ 2000/12 4.0 3.0 1,016,500 114,576

車両運搬機具 ｽﾊﾞﾙ ｲﾝﾌﾟﾚｯｻﾜｺﾞﾝ 1998/09 6.0 6.0 1,426,000 138,454

付属設備 No.1 ｽﾌﾟｲﾝｶﾞｰS200 一式 1995/05 15.0 9.0 3,870,000 1,134,554

機具備品No.2 ｾｲｺｰ CT400 2000/01 5.0 4.0 2,500,000 167,748

機械装置 ｾﾞﾉｱ 自走式草刈機 1998/07 5.0 6.0 3,800,000 190,000

付属設備 No.1 ｾﾗﾐｯｸ活水器 1998/07 15.0 6.0 2,080,000 800,369

構築物 No.1 CCCｺｰｽ Ｕ字ﾌﾘｭｰﾑ 1997/07 15.0 7.0 7,029,126 2,370,364

構築物 No.1 CCCｺｰｽ Ｕ字溝 1996/11 15.0 7.0 2,956,644 956,963

構築物 No.1 CCCｺｰｽ ﾛｯｸﾌｪﾝｽ 1996/11 10.0 7.0 3,340,000 609,674

機械装置 CCCｺｰｽ 固定式ｶﾞﾝ① 1998/01 10.0 6.0 1,706,568 361,545

機械装置 CCCｺｰｽ 固定式ｶﾞﾝ① 1998/01 10.0 6.0 925,392 196,050

機械装置 CCCｺｰｽ 固定式ｶﾞﾝ② 1998/01 10.0 6.0 1,706,568 361,545

機械装置 CCCｺｰｽ 固定式ｶﾞﾝ② 1998/01 10.0 6.0 925,393 196,050

機械装置 CCCｺｰｽ 固定式ｶﾞﾝ③ 1998/01 10.0 6.0 1,706,568 361,545

機械装置 CCCｺｰｽ 固定式ｶﾞﾝ④ 1998/01 10.0 6.0 1,706,568 361,545

機械装置 CCCｺｰｽ 固定式ｶﾞﾝ⑤ 1998/01 10.0 6.0 1,706,570 361,546

構築物 No.1 CCCｺｰｽ 放送設備 1993/03 10.0 11.0 290,000 33,892

構築物 No.1 CCCｺｰｽ 降雪用配管 1999/12 15.0 4.0 3,060,757 1,462,457

構築物 No.1 CCCｺｰｽ 主配管改造 1999/12 15.0 4.0 2,559,906 1,223,146

機械装置 CCCｺｰｽ 降雪ｷｭｰﾋﾟｸﾙ工事 1998/01 17.0 6.0 7,059,424 2,827,377

機械装置 CCCｺｰｽ 降雪加圧給水ﾎﾟﾝﾌﾟ 1998/01 17.0 6.0 6,814,255 2,729,184

構築物 No.1 CCCｺｰｽ 降雪機 配管 1998/01 15.0 6.0 24,800,523 8,840,549

建物 No.1 CCCｺｰｽ 降雪機ﾎﾟﾝﾌﾟ室 1998/01 18.0 6.0 1,321,989 558,685

車両運搬機具 ﾄﾖﾀ ｶﾘﾌﾞ 63‐04 2000/04 6.0 4.0 1,988,200 359,408

車両運搬機具 ﾄﾖﾀ ﾊｲｴｰｽ 1996/01 0.0 8.0 1,957,000 97,850

車両運搬機具 ﾄﾖﾀ ﾊｲﾗｯｸｽ 1997/05 5.0 7.0 1,597,404 79,870

車両運搬機具 ﾄﾖﾀ ﾊｲﾗｯｸｽＷ（中古） 2000/05 0.0 4.0 1,359,223 67,961

構築物 No.1 ﾅｲﾀｰ照明 改修工事 1986/12 12.0 17.0 2,000,000 223,973

構築物 No.1 ﾅｲﾀｰ照明 改修工事 1987/12 12.0 16.0 707,000 85,027

構築物 No.1 ﾅｲﾀｰ照明 工事 1986/01 12.0 18.0 7,000,000 735,141

構築物 No.1 ﾅｽﾀｰﾚｰｽ用通信工事 1997/01 10.0 7.0 423,660 78,600

車両運搬機具 ﾆｯｻﾝ ﾛｰﾚﾙ 71－20 2000/07 4.0 4.0 1,271,680 112,969

機具備品No.1 ﾈｯﾄﾜｰｸｶﾒﾗ 2001/12 5.0 2.0 540,000 148,893

機具備品No.1 ﾈｯﾄﾜｰｸｶﾒﾗ ﾘﾆｭｰｱﾙ 2002/12 5.0 1.0 1,401,200 612,279

構築物 No.1 ﾊｰﾌﾊﾟｲﾌﾟ  暗渠排水 1999/08 30.0 5.0 628,915 422,922

構築物 No.1 ﾊｰﾌﾊﾟｲﾌﾟ ｽﾉｰｴｰｽ敷設 1999/08 10.0 5.0 8,458,450 2,577,632

構築物 No.1 ﾊｰﾌﾊﾟｲﾌﾟ ﾘｯﾌﾟ 2000/08 10.0 4.0 1,250,000 479,757

構築物 No.1 ﾊｰﾌﾊﾟｲﾌﾟ 散水設備 1999/08 10.0 5.0 5,390,697 1,642,764

機具備品No.2 ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰﾃﾝﾄ申請（修正） 1999/08 3.0 5.0 182,349 9,117

機具備品No.2 ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ用ﾃﾝﾄ 1 1998/07 0.0 6.0 240,000 12,000

機具備品No.2 ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ用ﾃﾝﾄ 10 1999/08 0.0 5.0 264,296 13,214

機具備品No.2 ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ用ﾃﾝﾄ 11 1999/08 0.0 5.0 264,296 13,214

機具備品No.2 ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ用ﾃﾝﾄ 12 1999/08 0.0 5.0 264,296 13,214

機具備品No.2 ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ用ﾃﾝﾄ 13 1999/08 0.0 5.0 264,296 13,214

機具備品No.2 ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ用ﾃﾝﾄ 14 1999/08 0.0 5.0 264,296 13,214

機具備品No.2 ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ用ﾃﾝﾄ 15 1999/08 0.0 5.0 264,292 13,214

機具備品No.2 ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ用ﾃﾝﾄ 2 1998/07 0.0 6.0 240,000 12,000

機具備品No.2 ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ用ﾃﾝﾄ 3 1998/07 0.0 6.0 240,000 12,000

機具備品No.2 ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ用ﾃﾝﾄ 4 1998/07 0.0 6.0 240,000 12,000
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機具備品No.2 ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ用ﾃﾝﾄ 5 1998/07 0.0 6.0 240,000 12,000

機具備品No.2 ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ用ﾃﾝﾄ 6 1999/08 0.0 5.0 264,296 13,214

機具備品No.2 ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ用ﾃﾝﾄ 7 1999/08 0.0 5.0 264,296 13,214

機具備品No.2 ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ用ﾃﾝﾄ 8 1999/08 0.0 5.0 264,296 13,214

機具備品No.2 ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ用ﾃﾝﾄ 9 1999/08 0.0 5.0 264,296 13,214

機具備品No.1 ﾊﾟｿｺﾝ ＰＣ‐98 2000/11 6.0 3.0 265,500 59,333

機具備品No.1 ﾊﾟｿｺﾝ ＰＣ‐98 2000/11 6.0 3.0 265,500 59,333

機具備品No.1 ﾊﾟｿｺﾝ一式 1995/12 6.0 8.0 650,000 32,500

機具備品No.2 ﾊﾟｯｼﾝｸﾞｶｰﾄ 2 1989/01 10.0 15.0 239,040 23,651

機具備品No.2 ﾊﾟｯｼﾝｸﾞｶｰﾄ 4 1990/12 10.0 13.0 478,080 47,301

建物 No.1 ﾊﾟﾄﾛｰﾙ詰所改築工事 2000/01 26.0 4.0 667,116 437,804

機具備品No.1 ﾋﾟｱﾉ 1970/08 0.0 34.0 197,000 9,850

機械装置 ﾌﾟﾘﾉｰﾄ ｔ4ｓ 中古購入 2001/12 2.0 2.0 516,600 25,830

機械装置 ﾌﾟﾘﾉｰﾄNo.2 ﾃｨﾗｰ改造 1998/12 5.0 5.0 2,870,000 207,644

建物 No.1 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ ﾎﾟﾝﾌﾟ小屋 1994/12 18.0 9.0 254,000 88,819

機具備品No.2 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ冷蔵庫 1990/03 0.0 14.0 550,000 27,500

建物 No.1 ﾌﾛﾝﾄ事務室窓枠改修工事 1997/07 18.0 7.0 270,043 108,997

建物 No.1 ﾎﾞｲﾗｰ室 建築工事 1995/02 18.0 9.0 201,471 74,188

付属設備 No.1 ﾎﾞｲﾗｰ室 配電工事 1984/10 15.0 20.0 209,120 12,409

付属設備 No.1 ﾎﾞｲﾗｰ室ｵｲﾙｻｰﾋﾞｽﾀﾝｸ 1999/01 15.0 5.0 1,020,134 423,829

機械装置 ﾎｲﾙﾛｰﾀﾞｰＬＫ500（中古） 1999/01 0.0 5.0 3,000,000 150,000

建物 No.1 ﾎｰｽ格納庫 1997/12 18.0 6.0 2,000,000 835,928

建物 No.1 ﾎﾃﾙ ｱﾌﾟﾛｰﾁ階段工事 2000/01 47.0 4.0 2,470,023 1,955,809

建物 No.1 ﾎﾃﾙ 間仕切工事 2000/01 18.0 4.0 218,929 119,476

機械装置 ﾎﾃﾙ 暖房ﾎﾟﾝﾌﾟ交換 2002/11 17.0 1.0 600,000 462,821

機械装置 ﾎﾃﾙ 非常用蓄電池設備 2003/01 6.0 1.0 1,900,000 984,335

機具備品No.1 ﾎﾃﾙ 表示 1990/12 0.0 13.0 79,167 3,958

建物 No.1 ﾎﾟﾝﾌﾟ小屋 1997/04 20.0 7.0 234,000 101,974

付属設備 No.1 ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤 1997/04 15.0 7.0 550,000 182,678

構築物 No.1 ﾎﾟﾝﾌﾟ送水配管工事 2000/10 15.0 4.0 1,422,740 771,038

機具備品No.2 ﾒﾆｭｰｽﾀﾝﾄﾞ 2 1991/05 10.0 13.0 290,000 28,692

機具備品No.2 ﾒﾆｭｰ用ｺﾙﾄﾝﾎﾞｯｸｽ 1999/01 0.0 5.0 465,000 23,250

機械装置 ﾓﾛｵｶ ｼｮﾍﾞﾙＭＳ44① 2000/09 5.0 4.0 3,201,456 339,668

機械装置 ﾓﾛｵｶ ｼｮﾍﾞﾙＭＳ44② 2000/09 5.0 4.0 3,201,457 339,668

機械装置 ﾓﾛｵｶＭＳ45ｺﾞﾑｷｬﾀ交換 1999/07 0.0 5.0 680,100 34,005

車両運搬機具 ﾔﾏﾊ 4輪ﾊﾞｷﾞｰ 1994/11 0.0 9.0 577,000 28,850

車両運搬機具 ﾔﾏﾊ ｽﾉｰﾓｰﾋﾞﾙ 1997/12 0.0 6.0 786,600 39,330

付属設備 No.1 ﾛｯｼﾞ ｶｳﾝﾀｰ移設 2001/12 10.0 2.0 1,464,000 764,518

機具備品No.2 ﾛｯｼﾞ 切文字 1990/12 0.0 13.0 116,862 5,843

機具備品No.2 ﾘﾌﾄﾀｲﾔ軸 分解組立工具 2001/01 3.0 3.0 408,882 24,427

建物 No.1 ﾘﾌﾄ改札所 1981/12 22.0 22.0 1,500,000 75,001

機具備品No.2 ﾚｰｻﾞｰｶﾗｵｹ 1996/08 0.0 8.0 497,459 24,872

機具備品No.2 ﾚｽﾄﾗﾝ ｶｰﾍﾟｯﾄ張替 1997/03 0.0 7.0 4,493,204 224,660

機具備品No.2 ﾚｽﾄﾗﾝ ｶｰﾍﾟｯﾄ 2001/11 3.0 2.0 948,500 103,875

建物 No.1 ﾚｽﾄﾗﾝ 新築 1996/02 22.0 8.0 78,286,655 35,189,262

付属設備 No.1 ﾚｽﾄﾗﾝ 洗い場電源工事 1994/12 15.0 9.0 221,760 63,136

機具備品No.2 ﾚｽﾄﾗﾝ 標示 1990/12 10.0 13.0 508,444 55,756

構築物 No.1 ﾚｯｽﾝｹﾞﾚﾝﾃﾞ 手動ﾊｲﾄﾞﾗﾝﾄﾞ 1999/12 15.0 4.0 667,801 319,082

構築物 No.1 ﾚｯｽﾝｹﾞﾚﾝﾃﾞ 降雪配管 2001/10 15.0 3.0 1,500,000 947,444

付属設備 No.2 ﾚﾝﾀﾙﾊｳｽ 電源三相工事 1999/06 15.0 5.0 690,000 305,654

建物 No.2 ﾚﾝﾀﾙﾊｳｽ ｽｷｰ乾燥室 1996/12 7.0 7.0 580,000 51,983

機具備品No.2 ﾚﾝﾀﾙﾊｳｽ ｽｷｰ用ﾌﾞｰﾂﾗｯｸ 1995/01 10.0 9.0 5,596,000 846,127

付属設備 No.2 ﾚﾝﾀﾙﾊｳｽ 衛生設備 2001/01 15.0 3.0 642,262 362,469

付属設備 No.2 ﾚﾝﾀﾙﾊｳｽ 給排水設備 2001/01 15.0 3.0 1,035,067 584,153

付属設備 No.2 ﾚﾝﾀﾙﾊｳｽ 暖房設備 2001/01 15.0 3.0 1,370,221 773,300

付属設備 No.2 ﾚﾝﾀﾙﾊｳｽ 電気設備 2001/01 15.0 3.0 2,224,881 1,255,636

建物 No.2 ﾚﾝﾀﾙﾊｳｽ 改修 2001/01 24.0 3.0 7,427,569 5,176,712

付属設備 No.2 ﾚﾝﾀﾙﾊｳｽ 駐車場料金所 窓口ｶﾌﾟｾﾙ 1994/11 10.0 9.0 1,183,000 173,579

建物 No.2 ﾚﾝﾀﾙﾊｳｽ ﾎﾞｲﾗｰ室 2001/01 24.0 3.0 3,539,859 2,467,138

車両運搬機具 ﾛｰﾀﾘｰ除雪車（中古） 2000/12 0.0 3.0 4,300,000 215,000

機具備品No.1 ﾛｯｶｰ 5 1992/12 8.0 11.0 483,438 28,303

建物 No.1 ﾛｯｼﾞ 1967/12 40.0 36.0 31,386,820 4,206,971
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建物 No.1 ﾛｯｼﾞ 屋根修理工事 1987/10 40.0 17.0 2,800,000 1,050,776

構築物 No.2 ﾛｯｼﾞ 看板 1996/02 20.0 8.0 225,000 92,812

構築物 No.1 DDDｺｰｽ 固定ｶﾞﾝ用ﾎﾟｰﾙ 1999/12 15.0 4.0 3,806,468 1,818,762

構築物 No.1 DDDｺｰｽ 降雪用配管 1999/12 15.0 4.0 63,794,967 30,481,758

構築物 No.1 DDDｺｰｽ 手動ﾊｲﾄﾞﾗﾝﾄﾞ 1999/12 15.0 4.0 5,709,703 2,728,144

構築物 No.1 DDDｺｰｽ 配管申請（修正） 1999/08 15.0 5.0 182,349 98,823

構築物 No.1 DDDｺｰｽ 降雪能力増強配管 2002/12 15.0 1.0 6,375,000 4,822,497

機具備品No.2 案内ｾﾝﾀｰ TVﾓﾆﾀｰ 2000/01 5.0 4.0 741,649 85,038

付属設備 No.2 案内ｾﾝﾀｰ 給排水設備 2000/01 15.0 4.0 2,301,076 1,114,232

付属設備 No.2 案内ｾﾝﾀｰ 電気設備 2000/01 15.0 4.0 2,427,581 1,175,488

建物 No.1 案内ｾﾝﾀｰ 新築工事 2000/01 24.0 4.0 25,433,698 16,095,432

機械装置 案内ｾﾝﾀｰ 厨房機器 2000/01 9.0 4.0 352,508 105,069

機具備品No.2 宴会場 歓迎標示 1990/12 0.0 13.0 243,724 12,186

機具備品No.1 屋外 消火栓ﾎｰｽ 他 1981/08 15.0 23.0 124,000 6,282

機械装置 温水洗車機 2000/11 17.0 3.0 550,000 323,336

機具備品No.1 音響ｼｽﾃﾑ 2000/12 5.0 3.0 4,250,000 419,101

付属設備 No.2 火災報知器漏電警報器 1983/12 0.0 20.0 350,000 17,500

建物 No.2 貨物車 （倉庫） 1990/05 0.0 14.0 159,500 7,975

機具備品No.1 絵画 10号 1977/06 0.0 27.0 70,000 70,000

機具備品No.1 絵画 50号 1981/03 0.0 23.0 200,000 200,000

機具備品No.1 絵画 100号 1980/04 0.0 24.0 370,000 370,000

機具備品No.1 絵画 100号 1978/12 0.0 25.0 200,000 200,000

機具備品No.1 絵画 100号 1977/01 0.0 27.0 100,000 100,000

機具備品No.1 歓迎看板 1990/12 0.0 13.0 296,655 14,832

構築物 No.2 高速道路沿 案内看板① 2000/12 20.0 3.0 1,850,000 1,189,731

構築物 No.2 高速道路沿 案内看板② 2000/12 20.0 3.0 1,850,000 1,189,731

機具備品No.2 気象観測装置 1999/01 5.0 5.0 820,000 66,895

構築物 No.2 擬木看板 1990/12 10.0 13.0 1,100,000 108,828

構築物 No.1 競技用通信工事 1997/01 10.0 7.0 3,503,524 649,978

機械装置 固定式ｽﾉｰｶﾞﾝ Ｒ95 1999/01 10.0 5.0 1,726,673 460,710

付属設備 No.2 事務室 ﾊﾟｰﾃｨｰｼｮﾝ敷設 1995/01 10.0 9.0 1,125,000 168,425

建物 No.1 更衣室 階段取付 1997/01 24.0 7.0 427,184 211,219

建物 No.1 更衣室 新築工事 1991/12 24.0 12.0 7,300,000 2,933,487

付属設備 No.2 更衣室　便所ｺﾐﾆｭｰﾀｰ 1997/01 15.0 7.0 300,000 98,118

機具備品No.1 硬貨包装機 1997/02 0.0 7.0 1,299,000 64,950

機械装置 EEEｺｰｽ 固定式ｶﾞﾝ① 1999/01 10.0 5.0 1,035,267 276,231

機械装置 EEEｺｰｽ 固定式ｶﾞﾝ② 1999/01 10.0 5.0 1,035,267 276,231

構築物 No.1 EEEｺｰｽ 降雪配管工事 1999/01 15.0 5.0 5,230,824 2,173,209

機械装置 降雪機 ＹＳＡ 661 Ｓ 1995/05 0.0 9.0 388,000 19,400

構築物 No.1 降雪機 ｴｱｰﾊﾟｲﾌﾟ 1986/12 15.0 17.0 1,000,000 111,446

構築物 No.1 降雪機 ｴｱｰﾊﾟｲﾌﾟ他 1986/12 15.0 17.0 242,783 27,060

構築物 No.1 降雪機 ｴｱｰ排水ﾎﾟﾝﾌﾟ 1986/12 15.0 17.0 573,662 63,934

構築物 No.1 降雪機 ｴｱｰ配管工事 1986/11 15.0 17.0 319,381 35,204

構築物 No.1 降雪機 ｴｱｰ配管工事 1986/12 15.0 17.0 490,463 54,662

構築物 No.1 降雪機 ｷｭｰﾋﾟｸﾙ 架台 1998/12 40.0 5.0 451,000 322,318

構築物 No.1 降雪機 ﾎﾞｯｸｽ取替 1990/05 12.0 14.0 801,750 97,905

構築物 No.1 降雪機 ﾎﾟﾝﾌﾟPﾀﾝｸ 1983/12 0.0 20.0 2,610,000 130,500

構築物 No.1 降雪機 ﾎﾟﾝﾌﾟ貯水槽 1983/12 50.0 20.0 5,247,620 2,373,802

構築物 No.1 降雪機 移動 1990/05 15.0 14.0 1,084,370 179,862

構築物 No.1 降雪機 給水栓 1996/01 15.0 8.0 261,000 80,057

構築物 No.1 降雪機 取水設備 1983/12 30.0 20.0 3,000,000 798,045

構築物 No.1 降雪機 電気ﾎﾞｯｸｽ 1987/06 25.0 17.0 827,090 232,415

構築物 No.1 降雪機 電源工事 1992/02 15.0 12.0 560,000 129,392

構築物 No.1 降雪機 燃料ﾀﾝｸ 1999/01 15.0 5.0 10,606,702 4,406,681

構築物 No.1 降雪機 配管工事 1996/12 15.0 7.0 16,408,810 5,338,760

構築物 No.1 降雪機 配水管施設一式 1994/12 8.0 9.0 35,310,000 3,210,948

構築物 No.1 降雪機 敷設 1990/03 15.0 14.0 2,350,640 420,600

建物 No.1 降雪機 揚水ﾎﾟﾝﾌﾟ小屋 1983/12 40.0 20.0 145,827 53,287

構築物 No.1 降雪機 揚水ﾎﾟﾝﾌﾟ配管 1983/12 15.0 20.0 1,612,737 116,988

機械装置 降雪機 水中ﾎﾟﾝﾌﾟ移動工事 2000/11 17.0 3.0 888,080 522,088

機械装置 降雪機用 ｴｱｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ 1984/11 17.0 19.0 3,000,000 285,617

機械装置 降雪機用 ｴｱｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ 1986/12 17.0 17.0 3,000,000 430,256
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機械装置 降雪機用 ｴｱｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ 1999/01 17.0 5.0 34,286,783 10,514,144

機械装置 降雪機用 ｷｭｰﾋﾟｸﾙ工事 1998/12 17.0 5.0 3,881,000 1,169,294

機械装置 降雪機用 ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ 1998/01 17.0 6.0 27,200,000 7,281,659

構築物 No.1 降雪機用 配管設備 1995/12 8.0 8.0 1,412,692 149,680

構築物 No.1 降雪主配管 貯水池～ﾀﾞｲﾅﾐ 1999/01 15.0 5.0 21,520,069 8,940,767

構築物 No.1 降雪配管設備修復工事 2002/12 15.0 1.0 1,880,000 1,422,165

建物 No.1 降雪用 給水設備小屋 1999/01 18.0 5.0 3,946,680 1,895,339

機械装置 降雪用 送水ﾎﾟﾝﾌﾟ設備 1999/01 17.0 5.0 8,756,696 2,685,269

機械装置 降雪用 燃料ﾎﾟﾝﾌﾟ 1999/01 17.0 5.0 9,188,365 2,817,641

構築物 No.1 降雪用 配管敷設一式 1994/12 8.0 9.0 16,000,000 1,454,976

機械装置 降雪用 ｷｭｰﾋﾟｸﾙ改造 2001/11 17.0 2.0 1,333,334 897,874

機械装置 降雪用 ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ1号機改造 2001/10 17.0 3.0 4,000,000 2,661,355

構築物 No.1 降雪用 既設配管 ﾄﾞﾚﾝ他改修 1999/01 15.0 5.0 616,668 256,204

構築物 No.1 降雪用 空気主配管ﾄﾞﾚﾝ管 1999/12 15.0 4.0 634,411 303,129

構築物 No.1 降雪用 空気主配管補強 1999/12 15.0 4.0 7,212,257 3,446,078

機械装置 降雪用 送水ﾎﾟﾝﾌﾟ 2001/11 17.0 2.0 6,800,000 4,579,152

機械装置 降雪用 多段ﾀｰﾋﾞﾝﾌﾞｰｽﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ 2002/12 17.0 1.0 6,325,000 4,937,344

建物 No.1 ﾎﾃﾙ 新館本体 1990/12 47.0 13.0 429,754,000 270,344,638

機械装置 高速ﾘﾌﾄ油圧・電気点検整備 2002/12 12.0 1.0 2,970,000 2,092,922

構築物 No.1 索道詰所前横断側溝 2001/10 15.0 3.0 310,000 195,806

車両運搬機具 三菱ふそう 小型ﾊﾞｽ 19－18 1997/12 6.0 6.0 12,000,000 878,738

車両運搬機具 三菱ふそう 小型ﾊﾞｽ 24‐30 1999/12 6.0 4.0 14,000,000 2,210,606

機械装置 自家用給油施設 計量機 2002/06 17.0 2.0 1,165,240 850,470

構築物 No.1 自家用給油施設 諸工事 2002/06 15.0 2.0 1,218,820 854,783

構築物 No.1 自家用給油施設 地下槽工事 2002/06 30.0 2.0 925,760 774,237

機械装置 自家用給油施設 貯油ﾀﾝｸ 2002/06 17.0 2.0 890,180 649,713

構築物 No.1 自家用給油施設 電気工事 2002/06 15.0 2.0 300,000 210,397

構築物 No.1 自家用給油施設 排水工事 2002/06 15.0 2.0 746,180 523,311

構築物 No.1 自家用給油施設 擁壁工事 2002/06 15.0 2.0 1,501,820 1,053,256

機械装置 自走式ｽﾉｰﾏｼﾝＫＢ911① 1998/11 5.0 5.0 13,000,000 650,000

機械装置 自走式ｽﾉｰﾏｼﾝＫＢ911② 1999/12 5.0 4.0 13,000,000 808,912

機械装置 自走式ｽﾉｰﾏｼﾝＫＢ911Ｚ 2001/11 5.0 2.0 13,000,000 3,425,281

付属設備 No.1 自動給水ﾎﾟﾝﾌﾟ設備 1997/05 15.0 7.0 647,510 216,162

機械装置 受水槽ﾎﾟﾝﾌﾟ工事 1995/12 8.0 8.0 669,820 60,912

構築物 No.1 FFFｺｰｽ ｹﾞﾚﾝﾃﾞ ｸﾞﾘﾝﾌﾞﾛｯｸ 1999/06 10.0 5.0 10,587,375 3,111,689

構築物 No.1 FFFｺｰｽ ｹﾞﾚﾝﾃﾞ 排水路Ｕ字溝 1999/05 15.0 5.0 422,030 184,628

構築物 No.1 FFFｺｰｽ ｹﾞﾚﾝﾃﾞ 排水路Ｕ字溝 1999/07 15.0 5.0 1,148,500 515,077

構築物 No.1 FFFｺｰｽ ｹﾞﾚﾝﾃﾞ 照明改修工事 2002/12 12.0 1.0 550,000 387,579

建物 No.2 従業員宿舎 改装工事 1991/02 24.0 13.0 2,900,000 1,155,517

付属設備 No.2 従業員宿舎 暖房工事 1996/01 15.0 8.0 565,500 173,454

構築物 No.2 従業員宿舎 擁壁工事 1987/09 15.0 17.0 103,500 12,790

付属設備 No.2 重機格納庫 給排水設備 2000/01 15.0 4.0 219,394 106,236

建物 No.1 重機格納庫 新築工事 2000/01 35.0 4.0 20,692,916 15,120,359

付属設備 No.2 重機格納庫 電気設備 2000/01 15.0 4.0 810,657 392,540

構築物 No.1 重機格納庫前舗装工事 2001/10 10.0 3.0 820,000 410,465

構築物 No.1 出口 ﾌﾞﾛｯｸ石積工事 1978/12 15.0 25.0 1,380,000 159,279

構築物 No.2 焼却炉設置 1995/10 7.0 9.0 277,000 21,734

構築物 No.1 照明改修申請料（修正） 1999/06 15.0 5.0 182,348 94,145

建物 No.2 職員用住宅 1995/08 24.0 9.0 3,000,000 1,404,541

付属設備 No.1 新館 ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ工事 1990/12 17.0 13.0 18,504,000 4,985,528

付属設備 No.1 新館 ｷｭｰﾋﾟｸﾙﾊﾟｽ工事 1999/11 15.0 4.0 580,850 273,812

付属設備 No.1 新館 ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ工事 1990/12 15.0 13.0 4,359,000 981,520

付属設備 No.1 新館 外構工事 1990/12 15.0 13.0 2,105,000 473,986

付属設備 No.2 新館 給水設備 1990/12 15.0 13.0 52,300,000 11,776,394

付属設備 No.1 新館 給水配管工事 1997/04 15.0 7.0 650,000 215,891

付属設備 No.1 新館 給排水設備工事 1990/12 15.0 13.0 45,277,000 10,195,024

付属設備 No.1 新館 空調設備工事 1990/12 15.0 13.0 82,102,000 18,486,909

付属設備 No.1 新館 玄関改装床工事 1994/06 0.0 10.0 256,311 12,815

付属設備 No.1 新館 浄化槽ﾌﾞﾛﾜｰ取付工事 1999/12 15.0 4.0 646,000 308,666

付属設備 No.1 新館 浄化槽工事 1990/12 15.0 13.0 19,305,000 4,346,910

付属設備 No.1 新館 暖房設備工事 1990/12 15.0 13.0 2,046,000 460,701

付属設備 No.1 新館 電気設備工事 1990/12 15.0 13.0 56,868,000 12,804,971
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機具備品No.1 新館 2階通路ｶｰﾍﾟｯﾄ 1999/01 0.0 5.0 626,574 31,328

機具備品No.1 新館 3～4階客室ｶｰﾍﾟｯﾄ 2000/01 3.0 4.0 1,208,444 60,422

機具備品No.1 新館 3～4階通路ｶｰﾍﾟｯﾄ 1999/01 0.0 5.0 622,634 31,131

建物 No.1 新館 ﾄｲﾚ 間仕切化粧板取付 1997/12 47.0 6.0 1,246,154 890,566

建物 No.1 新館 ﾘﾈﾝ室 改修工事 1991/04 24.0 13.0 241,000 96,031

構築物 No.2 水源ﾎﾟﾘﾊﾟｲﾌﾟ配管 300ｍ 1989/02 10.0 15.0 324,450 18,520

構築物 No.2 水源ﾎﾟﾝﾌﾟ配管 500ｍ 1989/02 10.0 15.0 546,300 31,180

機械装置 水中ﾎﾟﾝﾌﾟ（ﾛｯｼﾞﾚｽﾄﾗﾝ） 1995/12 17.0 8.0 1,355,400 473,677

機具備品No.2 製氷機 1988/09 0.0 16.0 315,000 15,750

機具備品No.1 全館案内板 ﾌﾛﾝﾄ 1990/12 10.0 13.0 406,517 40,221

機具備品No.1 全館案内板 ﾎｰﾙ柱 1990/12 10.0 13.0 448,517 44,375

建物 No.2 倉庫 （第1別館上） 1990/12 18.0 13.0 4,000,000 1,164,814

付属設備 No.1 多段渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ 1997/02 15.0 7.0 780,000 256,426

機具備品No.1 耐火金庫 1990/12 20.0 13.0 178,000 58,562

付属設備 No.2 貸ｽｷｰ室 内装改良工事 1995/01 10.0 9.0 4,729,709 708,086

機具備品No.2 大型蒸し器 2002/11 7.0 1.0 515,000 275,629

車両運搬機具 大原 ＳＲＨ運搬車ＯＨ 1995/02 7.0 9.0 360,000 23,805

機械装置 大原ＳＲＨ1133（中古） 2000/02 0.0 4.0 200,000 10,000

機具備品No.1 大広間 標示 1990/12 0.0 13.0 248,724 12,436

建物 No.1 大浴場 新設 1983/12 40.0 20.0 15,500,000 5,663,408

付属設備 No.1 大浴場 ｼｬﾜｰ取付 1995/01 15.0 9.0 1,074,697 307,783

付属設備 No.1 大浴場 ﾀｲﾙ張替 1996/12 15.0 7.0 467,087 151,973

付属設備 No.1 大浴場 ﾀｲﾙ張替 2 1997/05 15.0 7.0 617,476 206,136

建物 No.1 大浴場 ﾙｰﾌﾃﾞｯｷ工事（案） 2002/08 34.0 2.0 930,000 873,384

建物 No.1 大浴場 改修工事 1995/12 13.0 8.0 2,377,897 603,549

付属設備 No.1 大浴場 給排水設備改修工事 1995/06 15.0 9.0 3,730,000 1,099,830

付属設備 No.1 大浴場 給排水設備改良工事 1995/12 15.0 8.0 570,576 174,043

機具備品No.2 第1～2ﾘﾌﾄ 風速計 1996/02 0.0 8.0 444,000 22,200

車両運搬機具 第1ﾍﾟｱﾘﾌﾄ 搬器 1990/12 0.0 13.0 6,411,748 320,587

構築物 No.1 第1ﾍﾟｱﾘﾌﾄ 支柱 1990/12 40.0 13.0 9,143,503 5,050,952

構築物 No.1 第1ﾘﾌﾄ ﾅｲﾀｰ照明 1988/12 12.0 15.0 9,620,000 1,240,824

建物 No.1 第1ﾘﾌﾄ 運転室差額 1991/01 12.0 13.0 350,000 52,487

機械装置 第1ﾘﾌﾄ 鋼索交換工事 1998/12 0.0 5.0 1,980,899 99,044

機械装置 第1ﾘﾌﾄ 設備 1990/12 12.0 13.0 45,386,485 6,056,043

構築物 No.1 第1ﾘﾌﾄ横 照明器具 1999/06 15.0 5.0 2,937,870 1,301,399

構築物 No.1 第1ﾘﾌﾄ横 照明柱 1999/06 40.0 5.0 415,303 305,524

構築物 No.1 第1ﾘﾌﾄ横 照明塔増設 1990/12 12.0 13.0 1,479,000 221,788

機械装置 第1ﾘﾌﾄ支索切詰 2002/12 3.0 1.0 200,000 51,350

建物 No.1 第1ﾛｯｼﾞ 窓取替工事 1986/11 18.0 17.0 5,000,000 794,890

付属設備 No.1 第1別館 ﾌﾛﾝﾄ内倉庫 1995/01 10.0 9.0 309,655 46,360

付属設備 No.1 第1別館 改修ｶﾞｽ設備工事 1990/12 15.0 13.0 272,000 61,251

付属設備 No.1 第1別館 改修衛生設備工事 1990/12 15.0 13.0 371,000 83,541

付属設備 No.1 第1別館 改修給水設備工事 1990/12 15.0 13.0 308,000 69,355

付属設備 No.1 第1別館 改修暖房工事 1990/12 15.0 13.0 9,539,000 2,147,900

付属設備 No.1 第1別館 改修電気設備工事 1990/12 15.0 13.0 8,026,000 1,807,217

付属設備 No.1 第1別館 改修排水設備工事 1990/12 15.0 13.0 153,000 34,453

付属設備 No.1 第1別館 給湯暖房設備工事 1999/01 15.0 5.0 4,004,352 1,663,657

建物 No.1 第1別館（事務所・乾燥室）改修 1999/01 33.0 5.0 6,626,306 4,449,276

建物 No.1 第1別館 改修工事 1990/12 33.0 13.0 37,961,000 19,623,286

建物 No.1 第1別館 事務所窓格子（修正） 1999/01 45.0 5.0 155,000 121,516

車両運搬機具 第2ＡＢﾍﾟｱﾘﾌﾄ 搬器 1990/12 0.0 13.0 14,796,443 739,822

構築物 No.1 第2ABﾍﾟｱﾘﾌﾄ 支柱 1990/12 40.0 13.0 20,163,685 11,138,594

機械装置 第2ＡＢﾘﾌﾄ 鋼索交換工事 1998/12 0.0 5.0 2,519,101 125,955

機械装置 第2ＡＢﾘﾌﾄ 設備 1990/12 12.0 13.0 84,238,368 10,930,903

建物 No.1 第2ﾘﾌﾄ 運転室差額 1991/01 12.0 13.0 70,000 10,499

機械装置 第2ﾘﾌﾄ 鋼索 1995/10 0.0 9.0 1,960,000 98,000

機械装置 第2ﾘﾌﾄ 電源工事 1993/12 12.0 10.0 2,300,000 426,965

構築物 No.1 第2ﾘﾌﾄ横 照明補強器具 1999/06 15.0 5.0 3,067,108 1,358,649

構築物 No.1 第2ﾘﾌﾄ横 照明補強柱 1999/06 40.0 5.0 332,892 244,898

構築物 No.1 第2ﾘﾌﾄ乗場 照明器具 1999/06 15.0 5.0 5,201,694 2,304,213

構築物 No.1 第2ﾘﾌﾄ乗場 照明柱 1999/06 40.0 5.0 1,298,306 955,113

機械装置 第3ﾘﾌﾄ ｺﾞﾑﾗｲﾅｰ交換工事 2002/12 12.0 1.0 2,330,000 1,641,923
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車両運搬機具 第3ﾘﾌﾄ 握索機ＯＨ 20台 1998/10 5.0 6.0 5,280,000 430,731

車両運搬機具 第3ﾘﾌﾄ 握索機ＯＨ 75台 1999/08 5.0 5.0 15,170,753 1,237,594

機械装置 第3ﾘﾌﾄ 握索機ﾛｰﾗ塗油装置 1999/08 12.0 5.0 221,774 82,288

機械装置 第3ﾘﾌﾄ 安全対策ｶﾊﾞｰ 1998/01 12.0 6.0 612,493 167,774

建物 No.1 第3ﾘﾌﾄ 雨樋取付 1997/01 20.0 7.0 251,000 108,122

建物 No.1 第3ﾘﾌﾄ 詰所 1993/12 20.0 10.0 10,679,612 3,804,053

機械装置 第3ﾘﾌﾄ 鋼索鋼管 2001/01 3.0 3.0 7,800,000 465,962

構築物 No.1 第3ﾘﾌﾄ 照明改修工事 1999/06 15.0 5.0 723,413 320,455

構築物 No.1 第3ﾘﾌﾄ 照明器具（修正） 1999/06 15.0 5.0 1,276,587 691,832

機械装置 第3ﾘﾌﾄ 新設一式 1993/12 12.0 10.0 335,713,874 62,548,394

建物 No.1 第3ﾘﾌﾄ 停留場 1997/01 20.0 7.0 70,533,260 30,382,774

車両運搬機具 第3ﾘﾌﾄ 搬器（除 握索機） 1993/12 0.0 10.0 9,240,000 462,000

車両運搬機具 第3ﾘﾌﾄ 搬器（増強用） 1999/12 5.0 4.0 11,716,322 1,286,261

機械装置 第3ﾘﾌﾄ 輸送力増強機械改造 1998/12 12.0 5.0 956,119 378,331

機械装置 第3ﾘﾌﾄ 輸送力増強制御盤 他 1998/12 12.0 5.0 3,798,278 1,502,953

付属設備 No.2 第3ﾘﾌﾄ 改札所競技電源工事 1994/12 15.0 9.0 218,440 62,191

構築物 No.1 第3高速ﾍﾟｱﾘﾌﾄ 支柱 1993/12 40.0 10.0 20,000,301 12,208,666

機械装置 第3高速ﾘﾌﾄ ｷﾞﾔﾎﾞｯｸｽＯＨ 2001/10 12.0 3.0 3,000,000 1,684,547

構築物 No.1 第3除雪機 電源工事 1992/02 15.0 12.0 381,000 88,034

機具備品No.2 第4～6ﾘﾌﾄ 風速計 1992/02 0.0 12.0 499,249 24,962

構築物 No.1 第4ﾍﾟｱﾘﾌﾄ 支柱 1990/12 40.0 13.0 5,925,454 3,273,275

機械装置 第4ﾘﾌﾄ ｷｭｰﾋﾟｸﾙ 1995/11 17.0 8.0 2,000,000 655,239

機械装置 第4ﾘﾌﾄ 鋼索 1990/12 0.0 13.0 1,863,050 93,152

機械装置 第4ﾘﾌﾄ 設備 1990/12 12.0 13.0 41,248,508 5,352,473

建物 No.1 第5ﾘﾌﾄ ﾊﾟﾝﾁ小屋 1997/01 7.0 7.0 675,505 61,265

機械装置 第5ﾘﾌﾄ 安全対策ｶﾊﾞｰ 1998/01 12.0 6.0 612,493 167,774

機械装置 第5ﾘﾌﾄ 鋼索 1997/01 0.0 7.0 4,093,323 204,666

機械装置 第5ﾘﾌﾄ 設備 1997/01 12.0 7.0 181,966,802 30,481,676

機械装置 第5ﾘﾌﾄ 電気設備 1997/01 12.0 7.0 31,556,220 5,286,057

車両運搬機具 第5ﾘﾌﾄ 搬器 1997/01 5.0 7.0 34,501,977 1,725,098

車両運搬機具 第5ﾘﾌﾄ 搬器（増強用） 1999/12 5.0 4.0 10,184,232 1,118,062

機械装置 第5ﾘﾌﾄ 輸送力増強機械改造 1999/12 12.0 4.0 1,069,011 423,002

機械装置 第5ﾘﾌﾄ 輸送力増強制御盤 他 1999/12 12.0 4.0 4,246,757 1,680,414

車両運搬機具 第5ﾘﾌﾄ 握索機ｵｰﾊﾞｰﾎｰﾙ 2002/12 5.0 1.0 1,700,000 742,845

構築物 No.1 第5高速ﾍﾟｱﾘﾌﾄ 支柱 1997/01 40.0 7.0 49,597,329 32,573,995

構築物 No.1 第5高速ﾍﾟｱﾘﾌﾄ 電気引込柱 1997/01 10.0 7.0 1,086,559 201,581

構築物 No.1 第6ﾍﾟｱﾘﾌﾄ 支柱 1986/12 40.0 17.0 30,555,300 13,430,466

機械装置 第6ﾘﾌﾄ 減速機ＯＨ改造 1995/02 12.0 9.0 3,215,910 669,896

機械装置 第6ﾘﾌﾄ 鋼索入替工事 1995/01 0.0 9.0 2,593,000 129,650

機械装置 第6ﾘﾌﾄ 降雪機 電源工事 1995/12 15.0 8.0 495,660 141,114

機械装置 第6ﾘﾌﾄ 制御機改造 1995/02 12.0 9.0 943,145 196,465

機械装置 第6ﾘﾌﾄ 制止ｶﾞｲﾄﾞ取付 1997/12 12.0 6.0 435,000 117,155

機械装置 第6ﾘﾌﾄ 設備 1987/02 12.0 17.0 42,782,700 2,793,423

機械装置 第6ﾘﾌﾄ 電気工事 1986/12 12.0 17.0 4,550,000 290,507

機械装置 第6ﾘﾌﾄ 電源工事 1993/12 12.0 10.0 1,940,000 360,137

機具備品No.2 第6ﾘﾌﾄ 風速計 1997/02 5.0 7.0 222,000 11,100

建物 No.1 第7ﾘﾌﾄ 運転室差額 1991/01 12.0 13.0 350,000 52,487

車両運搬機具 第7ﾘﾌﾄ 搬器 1990/12 0.0 13.0 7,767,988 388,399

機具備品No.2 脱索検査ｱﾝﾌﾟ 1999/03 5.0 5.0 210,000 17,133

付属設備 No.1 暖房ﾎﾞｲﾗｰ 取付工事 1995/12 15.0 8.0 1,168,529 356,434

構築物 No.2 地下貯油ﾀﾝｸ 1985/12 15.0 18.0 4,500,000 434,130

付属設備 No.1 地下燃料ﾀﾝｸ油面計 1999/04 15.0 5.0 215,000 92,876

車両運搬機具 中古 2ｔ ﾀﾞﾝﾌﾟ購入 2002/12 2.3 1.0 866,667 117,763

車両運搬機具 中古ｽﾉｰﾓｰﾋﾞﾙ ｽｷｰﾂﾞｰ 2001/12 3.0 2.0 750,000 89,348

建物 No.2 中古建物 2002/01 11.0 2.0 4,285,715 2,419,240

構築物 No.2 駐車場 照明器具 1999/06 15.0 5.0 1,292,744 566,642

構築物 No.2 駐車場 照明柱 1999/06 40.0 5.0 260,429 191,590

構築物 No.2 駐車場 照明塔 1985/12 30.0 18.0 596,000 184,524

構築物 No.2 駐車場 側溝工事 1987/12 15.0 16.0 636,450 82,103

建物 No.2 駐車場 管理室基礎工事 1972/12 22.0 31.0 419,436 26,135

建物 No.2 駐車場 小屋 1986/12 0.0 17.0 319,720 15,048

構築物 No.1 貯水槽 ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ工事 2000/12 10.0 3.0 663,956 275,301
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構築物 No.1 貯水槽 工事 2000/12 15.0 3.0 4,436,044 2,470,372

構築物 No.1 貯水槽 漏水防止工事 2002/12 50.0 1.0 810,000 744,542

構築物 No.1 貯水池 外構工事 1996/08 10.0 8.0 1,123,000 199,963

構築物 No.1 貯水池 設置工事 1995/12 50.0 8.0 12,000,000 8,406,815

機械装置 田面ﾊﾞｹｯﾄ 2000/04 5.0 4.0 240,000 31,029

機具備品No.2 電気式ﾎｯﾄﾜｺﾞﾝ 2002/11 7.0 1.0 471,800 252,508

構築物 No.2 電話 自動線路設備 1978/07 30.0 26.0 513,000 90,532

機具備品No.1 電話 交換機 一式 1997/07 6.0 7.0 10,052,360 502,618

機具備品No.1 電話 自動応答装置 1996/11 6.0 7.0 1,500,000 75,000

建物 No.1 渡り廊下屋根改修工事 2002/12 20.0 1.0 528,800 485,030

機械装置 凍結防止剤散布機 2000/11 17.0 3.0 3,600,000 1,397,811

機具備品No.1 日本画 1985/11 0.0 18.0 120,000 120,000

機具備品No.1 日本画 1976/12 0.0 27.0 70,000 70,000

構築物 No.1 排水溝掘削敷設 1978/12 15.0 25.0 213,200 24,611

付属設備 No.1 売店 改装工事 1993/12 10.0 10.0 283,961 37,006

付属設備 No.1 売店 改装工事ｶｰﾍﾟｯﾄ張替 1993/12 0.0 10.0 628,156 31,407

機具備品No.1 売店 商品陳列棚 1995/01 8.0 9.0 2,966,000 273,429

付属設備 No.1 売店 内装改良工事 1995/01 10.0 9.0 4,656,000 697,051

機具備品No.1 売店（ｲﾍﾞｰﾙ）ｶｰﾍﾟｯﾄ張替 2001/06 3.0 3.0 320,000 56,586

機具備品No.1 剥製（熊） 1985/04 0.0 19.0 180,000 9,000

機具備品No.2 風速計 1990/03 0.0 14.0 150,000 7,500

機具備品No.1 別館 ｸﾛｽ張替 1997/01 0.0 7.0 544,310 27,215

機具備品No.1 別館 ﾛﾋﾞｰｶｰﾍﾟｯﾄ張替 1997/03 0.0 7.0 1,733,010 86,650

機具備品No.1 別館 ﾛﾋﾞｰﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張替 2000/01 3.0 4.0 1,067,550 53,377

機具備品No.1 別館 自動火災報知器 1982/12 0.0 21.0 980,000 49,000

付属設備 No.2 別館 新設誘導灯設備 1991/11 0.0 12.0 600,000 30,000

建物 No.1 別館（鉄骨2階建）新築 1982/12 33.0 21.0 63,726,770 18,001,723

付属設備 No.1 別館 ﾎﾞｲﾗｰ入替工事 2003/05 15.0 1.0 1,080,000 871,814

建物 No.1 別館 床ｼﾞｭｰﾀﾝ張替 1994/11 3.0 9.0 580,000 29,000

構築物 No.2 舗装工事（ﾎﾃﾙ前道路脇） 2001/07 10.0 3.0 818,000 388,377

構築物 No.1 放送設備改修ｽﾋﾟｰｶｰ工事 1996/12 10.0 7.0 690,867 127,141

構築物 No.1 放送設備改修工事 1996/12 10.0 7.0 1,339,258 246,464

付属設備 No.1 防火ﾄﾞｱ火災報知器 1987/10 0.0 17.0 1,500,000 75,000

機具備品No.2 滅菌機 50ｔ 1990/02 0.0 14.0 130,000 6,500

機具備品No.2 滅菌機 ｸﾘｰﾝK型 1988/11 0.0 15.0 200,000 10,000

建物 No.1 木造 第2倉庫 1981/12 23.0 22.0 2,006,875 100,344

建物 No.2 木造従業員宿舎 1階 1986/12 40.0 17.0 12,150,000 5,340,488

建物 No.2 木造従業員宿舎 2階 1986/12 24.0 17.0 24,000,000 6,061,266

建物 No.2 木造従業員宿舎 工事管理費 1987/09 24.0 17.0 150,000 40,606

構築物 No.2 野立看板 1989/02 20.0 15.0 300,000 73,199

構築物 No.2 野立看板 1996/02 20.0 8.0 298,000 122,902

構築物 No.2 野立看板 1988/01 20.0 16.0 296,000 64,004

機械装置 油圧ｼｮﾍﾞﾙ車（ﾕﾝﾎﾞ） 1994/12 0.0 9.0 9,900,000 495,000

機具備品No.1 油絵 100号 1975/01 0.0 29.0 172,000 172,000

機具備品No.1 誘導標示 ﾎﾃﾙ 1990/12 0.0 13.0 119,862 5,993

機具備品No.1 誘導標示 別館 1990/12 0.0 13.0 106,862 5,343

構築物 No.1 揚水管 中間継手 1997/12 15.0 6.0 629,127 221,295

建物 No.1 浴室渡り廊下 別館ロッジ 1983/12 22.0 20.0 1,700,000 288,577

機械装置 浴場ﾊﾞｰﾅｰ等設備改良 1995/01 9.0 9.0 3,011,870 363,520

機具備品No.2 冷凍冷蔵庫 2002/11 7.0 1.0 410,000 219,433

合計 3,218,690,238 1,035,658,448
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SAMPLE

  
 

 Sheet-6-(1)  

 

スキー場の処分事例の主なもの 

 

2005年 5月1日 

 

 

＜評価上参考とした事例＞ 

 

 

１．有償譲渡の事例 

・ αﾘｿﾞｰﾄ ﾄﾏﾑ（北海道） → 超高層ﾎﾃﾙ含む豪華ﾘｿﾞｰﾄ  → 加森観光が５億円で買取り 

・ ｳﾗｳｽﾘｿﾞｰﾄ（北海道）   → 計画頓挫 47haのｽｷｰ場開発予定地を浦臼町が1,600万円で買収 

・ ｴｲﾍﾟｯｸｽﾘｿﾞｰﾄ洞爺（北海道）→ 1,000億円かけた豪華施設 → ｾｺﾑｸﾞﾙｰﾌﾟが60億円で買収 

・ ｻﾎﾛﾘｿﾞｰﾄ（北海道） → 巨費を投じた900haのﾎﾃﾙ・ｺﾞﾙﾌ場・ｽｷｰ場 →加森観光が10億円で買収 

・ ｾﾝﾄﾒﾘｰｽｷｰ場（岩手）→ 川崎町が３億円で譲受 → 譲受後採算ﾗｲﾝ届かず 

・ ｻｴﾗﾘｿﾞｰﾄ尾瀬（群馬）→ 230億円で開発、民事再生法適用 → 3億円で入札譲渡 

 

２．無償譲渡の事例 

・ 鉛温泉ｽｷｰ場（岩手）→ 花巻市に無償譲渡 

・ 白石ｽｷｰ場（岩手）  → 白石市に無償譲渡 → 譲受後5年間で改修費6.7億円の見込み 

・ ｵﾆｺｳﾍﾞｽｷｰ場（宮城）→ 鳴子町に無償譲渡 → 譲受後 経営まずまず 

・ 天元台ｽｷｰ場（山形）→ 米沢市に無償譲渡 

・ ｷｭｰﾋﾟｯﾄﾊﾞﾚｲ ｽｷｰ場（新潟）→ 安塚町に無償譲渡 

・ 揖斐高原ｽｷｰ場（岐阜）→ 久瀬村・坂内村に無償譲渡 

 

３．その他の参考事例 

・ 会津高原たかつえｽｷｰ場（福島）→ 経営会社解散、館岩村or三ｾｸ の出資で新会社設立の方針 

・ 川場ｽｷｰ場（群馬）→ 民事再生法 → 新資本金3億円を斑尾高原開発85％、川場村15％で負担 

・ 草津ｼｽﾞｶ山ｽｷｰ場（群馬）→ 競売1回目8.6億円、2回目4.8億円、買受人なし 

 

 

 

 

   ‥なお、上記のほか、次ページ以降掲載のとおり、譲渡先模索中のスキー場が数多く存在する。 
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Sheet-6-(2)-P.1

情報源
01 北海道 ｱﾙﾌｧﾘｿﾞｰﾄ・ﾄﾏﾑ（自己破産）

日経
日経BP
日経BP

02 北海道 ｳﾗｳｽﾘｿﾞｰﾄ開発（計画頓挫 特別清算 売却）
毎日

03 北海道 ｴｲﾍﾟｯｸｽ（洞爺）（破産 営業譲渡）
毎日
日経
日経産業
日経産業
北海道新聞

04 北海道 ｻﾎﾛﾘｿﾞｰﾄ（営業譲渡）
北海道新聞
読売
北海道新聞

05 北海道 横津岳ｽｷｰ場（閉鎖 譲渡）
日経
読売
読売

06 北海道 石狩平原ｽｷｰ場（経営会社 自己破産）
北海道新聞

07 北海道 中山峠高原ｽｷｰ場（運営会社の親会社が民事再生法申請）
北海道新聞
北海道新聞
北海道新聞
読売
毎日

08 北海道 東川町ｽｷｰ場（営業譲渡 設備無償借受）
毎日

09 北海道 赤字の歌登町営スキー場 営業期間短縮で継続
北海道
北海道

10 北海道 ﾆｾｺﾓｲﾜ国際ｽｷｰ場 競売→落札→再開
読売

11 北海道 ﾃｲﾈｵﾘﾝﾋﾟｱｽｷｰ場 加森観光が買収へ
読売

12 北海道 旭川市営 伊ノ沢 嵐山 旭山ｽｷｰ場 赤字休止も
北海道

13 北海道 ｶﾑｲｽｷｰﾘﾝｸｽ 市へ施設無償譲渡 市が他社へ無償貸付

スキー場 経営状態 事例集
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SAMPLE

Sheet-6-(2)-P.2

毎日

14 北海道 町営中小屋スキー場 営業休止へ北海道 町営中小屋スキー場 営業休止へ
北海道

15 北海道 町営天北ｽｷｰ場 来期から閉鎖
北海道

16 北海道 ﾆｾｺひらふ花園ｽｷｰ場譲渡 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ人向けのﾘｿﾞｰﾄ整備
北海道

17 青森県 弘前ﾘｿﾞｰﾄ（開発破綻・債権放棄・清算検討）
読売

18 青森県 大鰐温泉ｽｷｰ場（損失補償 民事再生法不可能）
毎日
毎日
朝日
日経
毎日
読売
毎日
毎日
毎日
日経BP
日経
読売
読売
.doc
日経
毎日
読売
日経

19 岩手県 ｾﾝﾄﾒﾘｰｽｷｰ場（町 有償譲受）
読売
日経
読売
朝日

20 岩手県 鉛温泉ｽｷｰ場（市が無償譲受 敷地は国有林）
毎日
毎日

21 岩手県 岩手高原ｽｷｰ場（営業休止）（国有林）
毎日

22 岩手県 八幡平ｽｷｰ場（JR撤退 県 譲受に難色）
日産
朝日
日経
毎日
朝日
日経

23 岩手 安比高原ｽｷｰ場 ﾘｸﾙｰﾄ子会社 株式を加森観光に譲渡
時事

Collected and edited by T.Yamaguchi
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SAMPLE

Sheet-6-(2)-P.3

北海道

24 岩手 夏油高原ｽｷｰ場 3ｾｸ負債処理 加森観光の運営へ
読売

25 岩手 いこいの村岩手 債権放棄
朝日

26 宮城県 ｵﾆｺｳﾍﾞｽｷｰ場（町 無償譲受）
日経
三菱地所
日経産業
日経
日経流通
朝日
日経
読売
毎日
河北新報

27 岩手県 白石ｽｷｰ場（敷地国有林 市 無償譲受 NPO運営）
朝日
朝日
毎日
朝日
朝日
日経
読売
毎日
毎日
毎日
毎日
読売

28 宮城県 鳴子ｽｷｰ場（県 譲受に難色）
日経
日経
河北新報

29 宮城 仙台ﾊｲﾗﾝﾄﾞｽｷｰ場 今季営業せず 閉鎖へ
河北新報

30 宮城 七ケ宿ｽｷｰ場 4月に経営移管 住民が運営
河北新報

31 秋田県 田沢湖高原ﾘﾌﾄ（県などが無利子支援）
日経
朝日

32 秋田 赤字の市営湯沢ｽｷｰ場 水曜定休で経費削減へ
読売

33 山形県 栗子ｽｷｰ場（来冬2002‐03の営業 微妙？）
河北新報
朝日
山形
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SAMPLE

Sheet-6-(2)-P.4

34 山形県 黒伏高原ｽﾉｰﾊﾟｰｸ（三ｾｸ 経営委託へ）
日経
読売
日経
東京読売

35 山形県 三ｾｸ Asahi自然観（赤字）
読売

36 山形県 天元台ｽｷｰ場（経営会社が撤退表明）
朝日
読売
日経
日経流通
読売
河北新報
河北新報

37 山形県 天童高原ｽｷｰ場（市営 市が赤字補填）
朝日

38 福島県 ｸﾞﾘｰﾝﾋﾟｱ二本松（富士急運営から撤退へ）
毎日

39 福島県 会津地方のｽｷｰ場（東武が撤退）
読売
日経
毎日
読売
河北新報
河北新報
毎日
毎日

40 福島県 台鞍山スキー場（東武が撤退）
朝日

41 福島県 磐梯ﾘｿﾞｰﾄ（大手撤退 不良債権化）
毎日
毎日
毎日
読売
毎日
毎日
毎日
毎日
読売
河北新報
毎日
河北新報
日経

42 福島 箕輪ｽｷｰ場のSTTｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ 民事再生開始申立
共同

43 福島 羽鳥湖ｽｷｰ場 経営会社 自己破産
読売
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SAMPLE

Sheet-6-(2)-P.5

44 栃木県 3ｾｸ ﾊﾝﾀｰﾏｳﾝﾃﾝ塩原（赤字・債務超過）
東京読売

45 栃木県 鶏頂山ｽｷｰ場（不渡り2回 破産）
朝日
日経
朝日
毎日
読売

46 栃木県 日光市営 霧降高原ｽｷｰ場（赤字 閉鎖検討中）
朝日
朝日
朝日
読売
朝日

47 群馬県 3ｾｸ ﾊﾟﾙｺｰﾙ嬬恋ｽｷｰﾘｿﾞｰﾄ（債務超過）
東京読売

48 群馬県 ｻｴﾗｽｷｰﾘｿﾞｰﾄ（親会社和議 地代未払 村が運営受託）
読売
朝日
朝日
朝日
読売
読売
読売
読売
読売
読売

49 群馬県 川場ｽｷｰ場（三ｾｸ民事再生法 村が株式を低額で取得）
日経
朝日
朝日
読売
読売
読売
読売
毎日
読売
読売
日経B
日経

50 群馬県 草津ｼｽﾞｶ山ｽｷｰ場（競売）
読売
読売
朝日
毎日
読売
朝日
読売
地裁情報
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SAMPLE

Sheet-6-(2)-P.6

51 群馬県 武尊ｵﾘﾝﾋﾟｱｽｷｰ場（赤字 売却先模索）
読売

52 群馬県 宝台第二ｽｷｰ場（県営 三ｾｸに売却）
読売

53 新潟県 GALA湯沢ｽｷｰ場（JR債権放棄 再度JR・3町村で新会社）
日経産業
日経産業
読売
日経

54 新潟県 ｷｭｰﾋﾟｯﾄﾊﾞﾚｲｽｷｰ場（三ｾｸ破綻 町が無償譲受）
読売
日経
読売
読売
読売

55 新潟県 ﾏｳﾝﾃﾝﾊﾟｰｸ津波ｽｷｰ場（清算 町営に）
読売

56 新潟県 光ケ原高原牧場（経営委託）
日経

57 新潟県 守門村ｽｷｰ場（三ｾｸ民事再生法申請）
読売

58 新潟県 二居ｽｷｰ場（営業休止 譲渡先模索）
読売

59 新潟 ｺｸﾄﾞ ｽｷｰ場撤退検討 新潟にも多大な影響
読売

60 富山県 粟巣野ｽｷｰ場（経営難・NPOが参画）
朝日
朝日

61 富山 県営らいちょうﾊﾞﾚｰｽｷｰ場 経営検討委員会開催
読売

62 富山 夢の平ｽｷｰ場の宿泊施設 営業再開
朝日

63 山梨 大泉･清里ｽｷｰ場 日本ｹｰﾌﾞﾙの関連会社へ譲渡
工業

64 長野県 戸隠ｽｷｰ場（村営 赤字）
信濃毎日
信濃毎日
信濃毎日

65 長野県 小海ﾘｿﾞｰﾄｼﾃｨ･ﾘｴｯｸｽ（町が撤退）
読売
日経流通

66 長野県 小規模ｽｷｰ場（経営不振が多い）
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SAMPLE

Sheet-6-(2)-P.7

信濃毎日
信濃毎日

67 長野県 白馬ﾊｲﾗﾝﾄﾞｽｷｰ場（ﾎﾃﾙ廃業 営業継続）
信濃毎日
信濃毎日

68 長野県 飯綱ﾘｿﾞｰﾄ（3ｾｸ 債務超過）
信濃毎日
信濃毎日

69 長野県 富士見ﾊﾟﾉﾗﾏｽｷｰ場（公社 赤字 町が支援）
信濃毎日
信濃毎日
信濃毎日
信濃毎日
信濃毎日
読売

70 長野県 蓼科ｱｿｼｴｲﾂｽｷｰ場（営業不振 休業 国有林）
信濃毎日

71 長野 開田高原ﾏｲｱｽｷｰ場（村無償譲受）3ｾｸ清算へ
毎日

72 長野 野沢温泉ｽｷｰ場 赤字 村営から民間に移管検討
読売

73 長野 存続に不安消えず 出資企業撤退 御岳ﾛｰﾌﾟｳｪｲ再開
朝日

74 長野 木曽町ｽｷｰ場 大半が赤字経営
朝日

75 岐阜県 3ｾｸ めいほうスキー場（３億円債務超過）
中部読売

76 岐阜県 揖斐高原ｽｷｰ場（営業会社解散 村に無償譲渡）
朝日
中日
中部読売
日経産業
中日

77 岐阜 ﾊﾟﾙｸすごうｽｷｰ場（旧ｽﾉｰﾗﾝﾄﾞすごう）閉鎖へ
中部
東京

78 岐阜 新穂高ﾛｰﾌﾟｳｪｲｽｷｰ場 入場者激減 今季を最後に閉鎖へ
中日

79 岐阜 飛騨高山ｽｷｰ場 赤字 観光施設事業から市教委運営へ
中日

80 岐阜 飛騨かわいｽｷｰ場 町村合併を前に赤字に危機感
中日
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Sheet-6-(2)-P.8

81 岐阜 町営ひだ流葉ｽｷｰ場 赤字 ｺｽﾄ削減に着手
中日

82 岐阜 公設民営ｽｷｰ場 ﾍﾟﾝﾀﾋﾟｱ･ｽﾉｰﾜｰﾙﾄﾞ 来期閉鎖の可能性
中日

83 滋賀 比良山ｽｷｰ場 町が無償譲受拒否 廃業 自然公園法による復元
京都
京都
京都

84 志賀 名鉄 びわ湖ﾊﾞﾚｲｽｷｰ場 から3年以内に撤退へ
読売

85 京都 京福電鉄 比叡山人工ｽｷｰ場を廃止
共同

86 島根県
朝日
朝日

87 島根 琴引ﾌｫﾚｽﾄﾊﾟｰｸｽｷｰ場 ３ｾｸ 債務超過
中国

88 島根 さんべ温泉ｽｷｰ場 経営不振 縮小存続
毎日

89 岡山県 岡山県 奥津ｽｷｰ場（累積赤字）
毎日
読売

90 広島県 ｽﾉｰﾘｿﾞｰﾄ猫山（127人が食中毒症状）
朝日

91 高知 大規模年金保養所 ｸﾞﾘｰﾝﾋﾟｱ 巨額の累積債務で閉鎖
高知

92 宮崎 雲海酒造 3ｾｸ五ケ瀬ﾊｲﾗﾝﾄﾞを経営再建
読売
西日本
西日本
西日本

Collected and edited by T.Yamaguchi

<2005年現在のサンプルである点にご注意下さい>



SAMPLEサンプルであるため
広域地図、住宅地図、公図、建物図面、写真の記載を省略した。

広域地図、住宅地図、公図、建物図面、写真
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